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設立趣旨

ブリヂス トン美術館

　ブリヂス トン美術館は、株式会社ブリヂス トンの創業者 ・石橋正二郎 （1889－1976）が多年にわたって蒐集愛蔵

した内外の美術品を、社会公共のため、広 く一般の鑑賞に供し、文化向上の一端に貢献したいとの趣旨に基づき、

1952（昭和27）年1月8日 、ブリヂス トンビルディング竣工 とともに同ビル内に開設されたものである。その後1956（昭

和31）年4月 に設立された財団法人石橋財団（現 ・公益財団法人石橋財団）がその運営を継承 し、1961（昭和36）年9月

には同財団が石橋正二郎から所蔵美術品の寄贈を受けた。なお、2003（平成15）年1月 に一階部分の増床工事を行い、

ティールームを開設 した。

石橋美術館

　石橋美術館は、石橋正二郎が1956（ 昭和31） 年4月26日 、株式会社ブリヂス トンの創立25周 年を記念して、社会

公共の福祉と文化向上のために、郷土久留米市に寄贈 した石橋文化センターの中心施設である。1977（昭和52）年、

石橋正二郎の遺族の寄付により増改築が行われ、同年4月 以降、久留米市の要請により、石橋財団がその管理運営

に当たった。

　なお、本館に付随する別館は、1995（平成7）年1月8日 、石橋正二郎によって蒐集 された石橋コレクションのうち、

書画 ・陶磁器類 を収蔵展示する施設として石橋幹一郎により久留米市に建設寄贈され、一年余の養生期間を経て

1996（平 成8）年10月17日 に開館 した。

機構 ・運営

公益財団法人石橋財団 （2016年12月31日 現 在 ）

理事長 石橋　寛

理事 西嶋大二 滝口勝昭 水戸岡鋭治 石橋直樹 今津幸子

監事 林　克次 小野寺重穗

評議員 加嶋昭男 高階秀爾 村上　浩 小林　忠 加瀬英明 小嶋英煕

鈴木エ ドワー ド 長谷川俊明

美術館運営委員会

委員長 石橋　寛

委員 高階秀爾 小林　忠 島田紀夫 西嶋大二 松本　透

寄付助成選考委員会

委員長 石橋　寛

委員 加嶋昭男 村上　浩 島田紀夫 小嶋英煕 石橋直樹 西嶋大二 今津幸子

常務理事 西嶋大二

事務局

事務局長 山内和德

ブリヂス トン美術館

館長 石橋　寛

石橋美術館

館長 西嶋大二 ＊2016年9月30日 まで
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Brief Histories of the Museums

Bridgestone Museum of Art

　 On January 8,1952, ISHIBASHI Shojiro（1889-1976）, the founder of the Bridgestone Corporation, wishing to promote 

cultural development in Japan, opened to the public a museum of art within the newly-completed Bridgestone Building under 

the name of the“Bridgestone Gallery”. The works of art, both Japanese and foreign, which he had collected over the years 

formed the nucleus of the exhibits. In April 1956, the Ishibashi Foundation was established to take over the management 

of the Gallery, and in September 1961, ISHIBASHI donated the works in the Gallery to the Foundation. In January 1968, 

the English name was changed from the“Bridgestone Gallery”to the“Bridgestone Museum of Art”. In January 2003, the 

ground floor was enlarged and a tea room was opened.

Ishibashi Museum of Art

　 On April 26,1956, in commemoration of the 25th anniversary of the Bridgestone Corporation, ISHIBASHI Shojiro donat 

ed the Ishibashi Cultural Center to his home town of Kurume to render a public service and promote cultural development. 

The Ishibashi Museum of Art（originally the Ishibashi Art Gallery）is the principal institution in the Center. In 1977, the Mu

seum building was enlarged and renovated, thanks to a contribution from the Ishibashi family, and in April of the same year 

the city of Kurume entrusted the Ishibashi Foundation with the management of the Museum.

　 On January 8, 1995, ISHIBASHI Kan'ichiro, son of ISHIBASHI Shojiro donated to the city of Kurume a new museum 

especially designated to exhibit Shojiro's collection of Asian Arts, such as brush painting, calligraphy, porcelain works. It has 

been open to the public since October 17, 1996.

Organization and Management

Ishibashi Foundation （As of December 31,2016）

President of the Board of Directors

ISHIBASHI Hiroshi

Directors NISHIJIMA Taiji TAKIGUCHI Katsuaki MITOOKA Eiji ISHIBASHI Naoki

IMAZU Yukiko

Auditors HAYASHI Katsuji ONODERA Shigeo

Council Members KASHIMA Akio TAKASHINA Shuji MURAKAMI Hiroshi KOBAYASHI Tadashi

KASE Hideaki KOJIMA Hidehiro SUZUKI Edward HASEGAWA Toshiaki

Executive Committee of the Museums

Chairman ISHIBASHI Hiroshi

Members TAKASHINA Shuji KOBAYASHI Tadashi SHIMADA Norio NISHIJIMA Taiji

MATSUMOTO Toru

Program Development Grant Committee

Chairman ISHIBASHI Hiroshi

Members KASHIMA Akio MURAKAMI Hiroshi SHIMADA Norio KOJIMA Hidehiro

ISHIBASHI Naoki NISHIJIMA Taiji IMAZU Yukiko

Managing Director NISHIJIMA Taiji

Administration

Executive Secretary YAMAUCHI Kazunori

Bridgestone Museum of Art

Director ISHIBASHI Hiroshi

Ishibashi Museum of Art

Director NISHIJIMA Taiji ＊Until September 30,2016
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ブリヂス トン美術館

休館 。 そ して、そ の間の活動 につ いて

　現在 ブリヂス トン美術館は、 ビルの建 て替え工事 に伴い、2015年5月 より長期の休館に入 っている。 ビル

の竣工 は2019年7月 を予定。美術館と して も2019年 秋 以降のオープンを目指 してお り、現在取 り組んでいる

事業 の一部 をここに報告する。

京橋一丁目東地区の都市開発完成イメージ　左が新美術館

C株 式会社日建設計

6　 ブリヂス トン美術館



新美術館の準備

概要 ：

　新 しいブリヂス トン美術館では、旧美術館の約2倍 の面積 をもつ展示空間に、印象派、抽象絵画、 日本近

代洋画、日本古美術など、2600点 以 上にのぼる多様な石橋財団コレクションを独自性豊かな企画 とともに公

開 してい く予定である。また、京橋一丁 目東地区の都市開発の中核施設 として芸術 と文化の拠点とな り、地

域の発展に貢献 してい く。

美術館が入るビルの外観イメージ

C株 式会社日建設計

新 ブ リヂス トン美術館 　外観 イメージ

ブリヂス トン美術館（新美術館の準備）　 7



■施設概要

住所 ：東京都中央区京橋1－10－1

（仮称）永坂産業京橋 ビル内1～7F

設計 ・監理 ：株式会社 日建設計

美術館内装デザイン ：TONERICO：INC.

施工 ：戸田建設 株式会社

ビル竣工時期 ：2019年7月 （予定）

開館時期 ：2019年 秋 以降

■施設構成

1F： エ ン トラ ンス ロ ビ ー 、 ミ ュ ー ジ ア ム カ フ ェ

2F： ミュ ー ジ ア ム シ ョ ッ プ

3F： 受 付 、 多 目的 ホ ー ル

4F～6F： 展 示 室

7F： 事 務 所

延 床 面 積 ：約6,650m2

展 示 室 面 積 ：約2,100m2

エ ン トラ ンスロ ビー イメー ジ

受付 イメー ジ

展示室 イメージ

8　 ブ リヂス トン美術館（新美術館の準備）



ビル工 事 の様 子 ：

　 2015年6月 より株式会社永坂産業による本体 ビル解体工事が開始 された。2016年3月 に解体が終了。9階 建

てのビルは63年 に渡 る役 目を終え、姿を消 した。6月17日 、 新たなビルの着工 に合わせて、美術館と して初

めて新美術館の概要 を対外に向けて発表 した。6月19日 、約150m、23階 建 て となる高層 ビル （仮称 ：永坂 産

業京橋 ビル）の起工式が執 り行われ、矢田美英中央 区長 を始め とする来賓から、東京の中心で芸術 と文化に

貢献する新 ブリヂス トン美術館 と京橋一丁 目東地区都市計画への期待が寄せ られた。工事 は9月 か らの山留

工事 を皮切 りに、12月 には構台架設工事、そ して、翌年 より始 まる地下掘削 ・躯体工事への準備がなされた。

　新美術館の設計および内装デザ インは、この間も、美術館、永坂産業、 日建設計、 トネリコ間で綿密な検

討 を行っている。地下搬入出口か ら、1階 ～3階 のカフェ、ショップ、多目的ホールを含む共有部、4階 ～6階

にわたる3層 の展示室、そ して7階 の事務所にいたるまで、新 しい運営 に沿った最適な空間 を導 き出す努力を

続けている。

3月 、 ビル解体工事終了

構台架設工事

銀座事務所で定期的に行われる新美術館建築会議

ブリヂストン美術館（新美術館の準備）　 9



館外展

「ブリヂス トン美術館の名品―石橋財団コレクション展」プレス発表会

　石橋財団は、オルセー美術館お よびオランジュリー美術館 との共催で、2017年4月5日 ～8月21日 まで、オ

ランジュリー美術館にて 「ブリヂス トン美術館の名品― 石橋財団 コレクション展」を開催する運びとなった。

本展では、ブリヂス トン美術館の建て替え休館 を機に、ルノワール、セザ ンヌ、ピカソ、ポロック、青木繁

をは じめとする石橋財団コレクションの代表的な作品76点 が約4ヶ 月間、パ リのオランジュリー美術館で一

堂に会する。当館にとっても今後の歴史に残る重要 な展覧会である。展覧会開催の約5ヶ 月前にあたる2016

年11月10日 、在 日フランス大使館の協力を得て、本展のプレス発表会をフランス大使公邸の一室にて実施 し

た。 プレス発表会では、テ ィエ リー・ダナ駐 日フランス大使の挨拶、石橋財団理事長の石橋寛 の挨拶 に続 き、

展覧会の監修者であるオランジュリー美術館学芸員のセシル ・ジラル ドー氏 より本展の概要や見 どころが説

明された。海外展に もかかわ らず、新聞、雑誌、テレビ、Web等 、各分野か ら42名 のプレス関係者が出席 し、

展覧会の注目度の高 さが うかがえる記者会見となった。

【展覧会概要】

タイ トル ：ブリヂス トン美術館の名品― 石橋財団コレクシ ョン展

会 期 ：2017年4月5日（水）－8月21日 （月）

会 場 ：オランジュリー美術館 （パ リ）

作品点数 ：76点

監 修 ：オランジュリー美術館学芸員　 セシル ・ジラル ドー

ブリヂス トン美術館学芸課長　新畑泰秀

ブリヂス トン美術館学芸員　 賀川恭子

主 催 ：オルセー美術館、オランジュリー美術館、公益財 団法人石橋財団

協 力 ：日本経済新聞社

特別助成 ：株式会社 ブリヂス トン

協 力 ：日本航空

駐 日フラ ンス大 使 テ ィエ リー ・ダナ氏

の挨拶
石橋財団理事長石橋寛の挨拶 オランジュ リー美術 館学芸員 セ シル ・

ジラル ドー氏 の発表 の様子

10　 ブリヂストン美術館（館外展）



教育普及

テ ィーチ ャー ズプ ログ ラム

　石橋財団アー トリサーチセ ンター （ARC） に おいて、小 ・中 ・高校、大学の先生 を対象に、施設内を案

内するプログラムを実施 した。

2016年7月22日 （金）　14：00－15：30　 参 加 者 ：12名

8月23日 （火）　14：00－15：30　 参 加 者 ：9名

ス クー ルプ ログ ラム

ティーチ ャーズプログラムを通 して、ARCの 見 学を希望する学校団体の受入を下記の時間帯 に実施 した。

2016年7月29日 （金）　15：00－17：00　多摩美術大学 環境デザイン学科　 米谷研究室　 12人

12月9日 （金）　13：30－15：00　神奈川県立弥栄高校　 美術科専攻　 1年生　 41人

ブリヂストン美術館（教育普及）　 11



アウ トリーチ

ブリヂス トン美術館の所蔵作品を通 して美術に親 しめるようアウ トリーチ （出張授業）を実施 した。

2016年1月16日 （土）　9：40－10：25，10：45－11：30　 足 立区立東加平小学校　 4年 生　 74人

1月22日 （金）　10：40－12：20　 中央区立中央小学校　 5年 生　 15人

1月30日 （土）　14：30－15：30　 中央区立中央小学校　 5年 生　 15人

2月5日 （金）　13：45－14：20，14：45－15：20　 武蔵野市立第二小学校　 6年 生　 76人

3月3日 （木）　13：30－14：30　 早 稲田大学エクステンシ ョンセンター中野校　 受講生　 約30人

4月1日 （金）　13：30－15：10　 小 平市中央公民館　 市民サークル 美術館散歩の会　 約50人

5月26日 （木）　14：00－15：30　 江 東区文化財団東大島文化センター　受講生　 約25人

6月3日 （金）　13：30－15：10　 小 平市中央公民館　 市民サークル 美術館散歩の会　 約50人

6月9日 （木）　14：00－15：30　 江 東区文化財団東大島文化センター　受講生　 約25人

6月14日 （火）　15：00－16：30　 中央大学多摩キャンパス　総合政策学部　 1年生　 約80人

6月23日 （木）　14：00－15：30　 江 東区文化財団東大島文化センター　受講生　 約25人

7月7日 （木）　14：00－15：30　 江 東区文化財団東大島文化セ ンター　受講生　 約25人

7月21日 （木）　14：00－15：30　 江 東区文化財団東大島文化セ ンター　受講生　 約25人

8月7日 （日）15：00－16：00　 パ ルテ ノン多摩 ・小ホール　おはな し美術館　 子 ども　 74人

大人　 77人

9月2日 （金）　13：30－15：10　 小平市中央公民館　 市民サークル 美術館散歩の会　 約50人

10月7日 （金）　13：30－15：10　 小平市中央公民館　 市民サークル 美術館散歩の会　 約50人

11月12日 （土）　9：30－11：25　 葛 飾区立綾南小学校　 6年 生　 48人

12月3日 （土）　14：00－15：30　 パ ルテノン多摩 ・小ホール　 ブリヂス トン美術館美術講座　

中学生以上　 51人

12月10日 （土）　14：00－15：30　 パ ルテノン多摩 ・小ホール　 ブリヂス トン美術館美術講座　

中学生以上　 37人

12月12日 （月）　10：40－11：45　 武 蔵野東小学校　 6年 生　 95人

武蔵野市立第二小学校、2月5日

12　 ブ リヂス トン美術館 （教育普及）



調査研究

高精細スキャニング

　石橋財団コレクションより重要作品について、高精細スキャニングのプロジェク トをスター ト。スキャニ

ングを委託 した株式会社サ ビアは、京都大学で開発された文化財用高精細大型スキャナー技術をベースに

2007年 に設立 された。4K技 術を含む、最新のデジタル技術 を駆使 し、国内外の文化財 ・美術品のデ ジタル

化からアーカイブ化、コンテンツ化 まで を一貫 してサポー トするデジタル ・アーカイブ ・ソリューシ ョンカ

ンパニーとして、文化資産の保存と魅力の発信に取 り組んでいる。

　撮影は、サ ビアが開発 した超高精細大型スキャナー 「LIAM（ リアム）」 を用いて、光学1,000dpiで 行 った。

文化資産の撮影に特化 した 「LIAM」 は、高輝度LEDに よる均一照明、非接触非破壊、短時間での撮影を可

能 とし、忠実 な色再現、高い寸法精度を実現 した。 また、光源を調整することにより写真では再現できない

質感 までも再現 している。

　対象は、所蔵品のうち、新収蔵品を含む西洋画、日本近代洋画、日本古美術等の主要所蔵作品約100点 で

ある。今回のスキャニ ング作業で得 られる画像マテ リアルは、中小の作品で50K、 大 きな作品で も最低30K

表示 に対応する高精細画像 となる予定である。 したが って、最初は4Kで の利用になるが、将来技術の向上

とともに8K、16Kあ るいはそれ以上の画像再生可能な機器が発売された時にもこれ ら画像 は使用可能である。

　今後は、作品状態記録、新美術館開館までの休館時作品状態調査、作品研究、新美術館のサイネージ、展

示室での利用等 について、広報 と連携 して利用について検討を行 う。

高精細デジタル撮影

　 また、作品の調査研究やプロモーシ ョンなどに活用するため、全所蔵作品の高精細デジタル撮影を行うプ

ロジェク トを別途立ち上げた。

　将来的な高解像度メデ ィアや大型映像などへの活用を想定 し、すべての作 品を同一条件で撮影すべ く最新

の機材を整えた （注1）。撮影カメラマンや画像編集処理等 は日本写真印刷 コミュニケーションズ株式会社 に

委託 した。納品後画像データは、同社 による所蔵品管理システム （Artize MA） への統合 を行 う。

　今年度は全所蔵作品の うち、これ まで未撮影の作品を中心 に約

500点 を撮影 した。 リニューアルオープンに向けた所蔵作品総 目録

の刊行を目指 し、今後 も継続 して撮影 を実施する。

（注1）1億 画 素 の 解 像度 を 有 す る カ メラ 「Phase one（XF IQ3 100MP） 」

を導 入 した。 ま た、 撮 影 デ ー タ は1カ ッ トに つ き次 の3種 の 画 像

フ ォー マ ッ トで 保 存 す る こ と と した 。 （1）TIFF16bitデ ー タ （マ

ス ター デ ー タ） ※撮 影 時 現 物 色 補 正 を行 う （2）TIFF8bit（3）

JPEG（ トリ ミ ング デー タ）

ス キャニ ングの様子

撮影の様子
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図書館システム導入

　2016年12月 、蔵書管理の効率化 と、新たに展開 される図書資料公開の体制基盤構築 を目的 として、図書館

システムを導入 した。

経 緯

　 開館当初 より図書資料の収集を続けてきたブリヂス トン美術館は、90年 代半ばより図書デー タベースの構

築 を開始 している。1999年 か らはデー タベースソフ トウェアのファイルメーカーを用いて 目録の作成が続 け

られてきた。 しか しなが ら年 々蔵書が豊かになるにつれ、すべて手入力による書誌作成の作業量 も比例 して

増加 し、目録業務の省力化が意識され始めた。そ こでオ ンラインで他館 と共同分担 しなが ら効率的に書誌 を

作成することができるサービスへの参加 （書誌ユーテ ィリティの利用）の需要が高 まり、対応するシステム

へと切 り替える必要性が増 していった。

　 そうしたなか図書館システム導入の契機 となったのが、石橋財団アー トリサーチセンター （以下、ARC）

の設立である。併設の ライブラリーにおける所蔵図書の一元管理 と外部公開が標榜 され、2015年9月 にはブ

リヂス トン美術館管理図書が、2016年9月 には石橋美術館管理図書が、ARCの 書 庫へ集約された。これ まで

2館 が別個 に管理 していた合計23,000冊 を超 える図書の 目録情報 を効率的に管理 し、また将来的に外部利用

者が館外から蔵書を検索できるOPAC（ オ ンライン蔵書 目録）を公開することが、不可欠となったのである。

　 以上のように、 目録作成と蔵書管理の効率化、な らびに蔵書 目録のオンライン公開を目的として図書館 シ

ステムの整備が検討 され、2016年12月 に 日本事務器株式会社の 「ネオシリウス ・クラウ ド」 を導入す る運 び

となった。

導 入後 の活 用

　 システム導入後、大学図書館や研究機関の参加を中心 とする全国的な書誌ユーティリティ、国立情報学研

究所 （NII）の 目録所在情報サービス （NACSIS-CAT/ILL） へ の参加が認められた。他の参加館がすでに当館

受入図書の書誌データを作成済みである場合、そのデータを流用するかたちで 自館の目録 を作成できるため

（コピーカタロギ ング）、今後 目録作成の負担軽減が期待 される。加 えて、自館 のOPACか らだけではな く、

NIIが 運 営す る論文や図書のデータベース 「CiNii」か らも蔵書の検索が可能となる。

　 また、所蔵作品の調査や展覧会準備を軸に収集 された専 門的な資料群を対象に、作家作品研究を主とする

当館学芸員にとってより使いやすい書誌 を作成できるようになった。独 自件名の付与 と典拠 コン トロール機

能、独自分類の リンク参照検索が可能なことは、主題や作家名 による検索を助ける。 さらに当館 ならではの

仕様 として、作品掲載注記を書誌項 目に追加 した。作品掲載注記とは、所蔵作品が掲載 されている資料に記

入 していく注記で、これによりコレクションの関連文献 と掲載箇所 を、OPACで 作 品管理番号か ら検索、確

認 してい くことがで きる。

　 このほか、 目録の作成 と管理に限らず、蔵書点検や統計作成など当館のさまざまな図書業務にも早速新 シ

ステムを活用 してお り、業務の効率化が図られている。

今 後 の 計 画

　現行のシステムには2016年 末時点で、旧図書データベースか ら一括移行された約17,000件 の 目録が登録 さ

れている。2017年 は この17,000件 の デー タ修正 とNACSIS-CATへ の所蔵アップロー ドを予定 してお り、修正

が完了 したデー タか らOPAC上 での順次公開 を検討 している。2018年 には石橋美術館からの移管図書約6,500

冊 の遡及入力、2019年 にはデータ未整理の状態である逐次刊行物の遡及入力着手 と、数年間をかけて段階的

に目録情報 を整理、公開 してい く計画 となっている。
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石橋美術館

60周 年 。そ して、移行 につ いて

　 1956年 、石橋文化セ ンターの中心施設としてオープンした石橋美術館は、今年で60周 年 を迎 えた。隣接 し

て設け られた別館 も20周 年。大 きな節 目の年 となった。その年を飾ったのは、3本 の展覧会で、関連イベ ン

トと合わせ、多 くの人で賑わった。

　石橋美術館の運営は、久留米市 からの要請 を受けて1977年4月 より石橋財団が担ってきたが、60周 年 を機

に10月1日 か らは久留米市の運営 とし、久留米市美術館が新たにオープン。11月19日 には第一回目となる展

覧会 「2016ふ た たび久留米か ら始 まる。九州洋画」がス ター トした。また、別館の建物 も石橋正二郎記念

館 と装いを新たにして、同 日開館 した。

九州全域に展開した紙面による石橋理事長挨拶

石橋美術館としての最後の展覧会

久留米市美術館オープニングの様子

石橋正二郎記念館の展示室

石橋美術館　 15



展覧会

石橋美術館　古美術の世界 〈コレクション展示〉

会期 ：2016年1月23日 （土）－3月21日 （月祝）

会場 ：本館、別館

主催 ：石橋財 団石橋美術館 ／朝 日新聞社 ／TVQ九 州 放送

後援 ：久留米市 ／公益財団法人久留米文化振興会

概要 ：別館開館20年 の節 目に企画 したもので、石橋 コレクシ ョンの古美術

作品を、全館を使って展示。因陀羅 《禅機図断簡 丹霞焼仏図》（国宝）

や、雪舟 《四季 山水図》（重要文化財）な どコレクシ ョンの主軸 と

なる作品を、20年 の展示活動とともに紹介 した。

出品内容 ：書画50点 、陶器 ・ガラス等38点 、油彩 ・水彩等14点　 計102点

入場者総数 ：12,498人 （1日平均 ：245人 ）

出品 目録 ：

1室　 芳 中 ・其一 ・孤邨　 江戸時代後期の琳派

1． 池田孤邨 《青楓朱楓図屏風》／江戸時代19世 紀前半 ／紙本金地著色 ／ 日書57

2． 中村芳中 《四季草花図扇面貼交屏風》／江戸時代19世 紀初頭 ／紙本著色 ／ 日書105

3． 鈴 木其一 《富士筑波山図屏風》／江戸時代19世 紀前半 ／紙本金地著色 ／ 日書106

4． 酒井抱一 《新撰六歌仙四季草花図屏風》／江戸時代19世 紀前半 ／紙本金地著色 ／ 日書107

2室　 今村紫紅 と前田青邨

5． 今村紫紅 《海の幸山の幸屏風》／1908年 ／絹本金地著色 ／ 日書88，89

6． 前 田青邨 《風神雷神》／1949年 頃 ／紙本墨画淡彩 ／ 日書37

7． 前 田青邨 《日の出鶴》／1965－75年 頃 ／紙本著色 ／ 日書33

8． 前 田青邨 《紅白梅》／1970年 頃 ／紙本著色 ／ 日書38

9． 前 田青邨 《獅子図》／1935年 頃 ／紙本金地著色 ／ 日書39

10． 前 田青邨 《支那風景》／紙本淡彩 ／ 日書93

3室　 フィルムのなかの画家たち

11． 川端龍子 《東海旭 日》／絹本著色 ／ 日書92

12． 川端龍子 《白梅図》／紙本金地著色 ／ 日書32

13． 堅 山南風 《鯉》／絹本著色 ／ 日書35

14． 堅 山南風 《双鯉》／紙本淡彩 ／ 日書34

15． 近藤浩一路 《暁月》／1930年 頃 ／紙本墨画 ／ 日書30

16． 横 山大観 《神州第一峰》／1930年 ／ 絹本著色 ／ 日書23

17． 川合玉堂 《秋郊帰雁》／紙本墨画淡彩 ／ 日書77

18． 富本憲吉 《色絵花柳文水指》／近代 ／陶器 ／陶器195

4室　 花と鳥 と

19． 狩野典信 《墨松墨梅 図屏風》／江戸時代18世 紀後半 ／紙本金地墨画 ／ 日書52

展覧会チラシ
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20． 日本 有田 《色絵菊唐草文長皿》／江戸時代1690－1740／ 磁器 ／陶器213

21． 日本 有田 《色絵竹梅文竹形水注》／江戸時代1670－1690／ 磁 器 ／陶器208

22． 日本 有田 《色絵菊流水文皿》／江戸時代1660－1670／ 磁器 ／陶器207

23． 《伊勢集断簡 石山切 （ももしきの）》／平安時代12世 紀 ／紙本墨書 ／ 日書46

24． 小 田海僊 《老子花鳥図 （右、左幅）》／1832年 ／絹本著色 ／ 日書56

25． 《椿》／絹本著色 ／ 日書103

26． 《ざくろ》／絹本著色 ／ 日書104

5室　 《海の幸》応援団

27． 青木繁 《海の幸》／1904年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋95

28． 狩野派 《竹林七賢人図屏風》／江戸時代18世 紀前半 ／紙本墨画 ／ 日書53

29． 冨 田溪仙 《聖人観瀑図》／絹本著色 ／ 日書83

30． 《武蔵野図屏風》／江戸時代17世 紀 中葉 ／紙本金地著色 ／ 日書49

31． 《伊勢集断簡 石山切 （にさへや）》／平安時代12世 紀 ／紙本墨書 ／ 日書45

32． 宗 達派 《保元平治物語絵扇面》／江戸時代17世 紀 ／紙本著色 ／ 日書8

33． 上 村松篁 《春 日》／1996年 ／ 紙本金地著色 ／ 日書94

6室　 5×10倍 楽 しむ石橋美術館

34． 坂本繁二郎 《放牧三馬》／1932年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋114

35． 黒 田清輝 《針仕事》／1890年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋7

36． 和 田英作 《チューリップ》／1927年 ／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋65

37． 青 木繁 《わだつみのいろこの宮》／1907年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋104

38． 青木繁 《闍威弥尼》／1903年 ／ 油彩 ・板 ／ 日洋89

39． 青 木繁 《海》／1904年 ／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋498

40． 藤 島武二 《天平の面影》／1902年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋11

7室　 オ リエン トのガラスと陶器

41． シリア ・パ レスチナ 《五角小瓶》／ローマ帝国3世 紀後半－4世紀 ／ガラス ／雑50

42． シ リア ・パ レスチナ 《突起文瓶》／ローマ帝国3世 紀 ／ ガラス ／雑51

43． シ リア ・パ レスチナ 《突起文括碗》／ ローマ帝国3世 紀中葉－後半 ／ ガラス ／雑19

44． シ リア ・パ レスチナ 《脚台把手付瓶》／ ローマ帝国4世 紀 ／ガラス ／雑26

45． イラク 《円形切子碗》／サーサーン朝6世 紀前半 ／ガラス ／雑17

46． イ ラン テペ ・シアルク 《幾何文台付鉢》／ シアルクⅢ期 紀元前4千 年紀 ／土器 ／陶器200

47． イ ランサー リー 《白地多彩鳥文鉢》／10－11世 紀 ／陶器 ／陶器116

48． イラン 《ラスター彩草花文輪花鉢》／イル ・ハーン朝13世 紀後半 ／陶器 ／陶器181

49． 東 地中海地方 《多彩釉 刻線花文台付鉢》／ ビザ ンツ帝国 ？12－13世 紀 ？ ／陶器 ／陶器140

50． イ ラン 《青緑釉藍黒彩花文瓶》／セルジューク朝13世 紀 ／陶器 ／陶器205

51． イ ラン または トルコ 《白地藍彩花蔓草文壼》／17世 紀 ／陶器 ／陶器135

52． イ ラン 《白地藍彩花鳥文鉢》／サファヴィー朝17世 紀 ／陶器 ／陶器136

53． イ ラン 《白釉螢手花文鉢》／サ ファヴィー朝－カージャール朝18世 紀 ／陶器 ／陶器130

54． イラン 《白地多彩人物花鳥文タイル》／カージャール朝 ？19－20世 紀 ？ ／陶器 ／陶器201

55． イラン 《白地多彩人物草花文タイル》／カージャール朝19世 紀 ／陶器 ／陶器202

56． スペイン 《ラスター彩草花文皿》／イスパニア王国 ？16世 紀 ？ ／陶器 ／陶器152

57． スペイン 《ラスター彩草花文皿》／イスパニア王国 ？16世 紀 ？ ／陶器 ／陶器154

58． スペイン 《ラスター彩蔓草文瓶》／ イスパニア王国 ？17世 紀 ？ ／陶器 ／陶器160
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8室　 くらしと動物たち

59． イラン 《動物幾何文嘴 形注口把手付壺》／ シアルクⅣ期 紀元前1千 年紀 ／土器 ／陶器115

60． イ ラン 《白地多彩狩猟文柑子口瓶》／カージャール朝19世 紀 ／陶器 ／陶器138

61． イ ラン 《白地多彩騎馬人物文角瓶》／カージャール朝20世 紀初頭 ／陶器 ／陶器134

62． 猪熊弦一郎 《犬 と猫》／1954年 ／ グワッシュ、ペン、インク、鉛筆 ・紙 ／ 日洋486

63． 藤 田嗣治 《猫》／1934年 ／ 胡粉、墨、顔彩 ・和紙 ／ 日洋262

64． 円 山応挙 《竹に狗子波に鴨図襖》／江戸時代18世 紀後半 ／紙本墨画淡彩 ／ 日書43

65． 仙厓 《猫鼠》／江戸時代19世 紀初頭 ／紙本墨画 ／ 日書14

66． 徳 岡神泉 《游鯉》／紙本著色 ／ 日書36

67． 中 国 《灰陶鴟鶚尊》／漢時代 ／土器 ／陶器225

68． 竹 内栖鳳 《鰹図》／1927－30年 頃 ／絹本著色 ／ 日書66

69． 《四方折鶴蒔絵角切 り蓋付》／1898年 頃 ／木製漆塗 ／漆器22

70． 《黒漆折鶴蒔絵天 目台》／1898年 頃 ／木製漆塗 ／漆器24

71． 日本 有田 《色絵竹梅虎文六角瓶》／江戸時代1670－1700／ 磁 器 ／陶器209

72． 中国 《白磁龍耳瓶》／唐時代7－8世 紀 ／磁器 ／陶器228

73． 仙厓 《竜図》／江戸時代19世 紀初頭 ／絹本墨画 ／ 日書11

74． イ ラン ガルス 《白掻 落象文鉢》／セルジューク朝11－12世 紀 ／陶器 ／陶器117

75． 中国 《辰砂釉象耳角形花瓶》／清時代18－19世 紀 ／磁器 ／陶器242

9室　 雪舟 で、み展

76． 川村曼舟 《嵐山》／絹本墨画 ／ 日書90

77． 竹 内栖鳳 《渓山雨後》／1927年 頃 ／紙本墨画 ／ 日書20

78． 川端龍子 《木菟 （竹夜）》／紙本墨画淡彩 ／ 日書31

79． 富 岡鉄斎 《飲中八仙図》／紙本著色 ／ 日書16

80． 土佐光起 《白菊鶉図》／江戸時代17世 紀 ／絹本著色 ／寄託作品

81． 因陀羅 《禅機図断簡 丹霞焼仏図》／元時代14世 紀 ／紙本墨画 ／ 日書100

82． 《伊勢集断簡 石山切 （みそめす も）》／平安時代12世 紀 ／紙本墨書 ／ 日書47

83． 岡 田三郎助 《髪梳 く女》／1915年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋62

84． 古 賀春江 《素朴な月夜》／1929年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋161

85． 佐 伯祐三 《コル ドヌ リ （靴屋）》／1925年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋173

86． 坂 本繁二郎 《帽子 を持てる女》／1923年 ／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋195

87． 《古今和歌集巻一断簡 高野切》／平安時代11世 紀 ／紙本墨書 ／ 日書44

88． 宗 達派 《保元平治物語絵扇面》／江戸時代17世 紀 ／紙本金地著色 ／ 日書9

89． 宗 達派 《保元平治物語絵扇面》／江戸時代17世 紀 ／紙本著色 ／ 日書6

90． 宗 達派 《保元平治物語絵扇面》／江戸時代17世 紀 ／紙本著色 ／ 日書7

91． 円 山応挙 《牡丹孔雀図屏風》／1781年 ／ 絹本著色 ／ 日書42

92． 雪 舟 《四季山水図 （春幅）》／室町時代15世 紀 ／絹本墨画淡彩 ／ 日書1

93． 雪 舟 《四季山水図 （夏幅）》／室町時代15世 紀 ／絹本墨画淡彩 ／ 日書2

94． 雪舟 《四季山水図 （秋幅）》／室町時代15世 紀 ／絹本墨画淡彩 ／ 日書3

95． 雪舟 《四季山水図 （冬幅）》／室町時代15世 紀 ／絹本墨画淡彩 ／ 日書4

10室　 美への レッスン

96． 中国 龍泉窯 《青磁長頸花生》／南宋時代12－13世 紀 ／磁器 ／陶器190

97． 日本 有田 《色絵紫陽花唐花文鉢》／江戸時代1670－1720／ 磁 器 ／陶器212

98． 日本 瀬戸 《瀬戸柿香合》／江戸時代後期 ／陶器 ／陶器281

99． 中国 《唐物文琳茶入 銘 「宝袋」》／元時代13世 紀後半－14世紀 ／陶器 ／陶器268
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100． 日本 萩 《萩茶碗》／江戸時代17世 紀 ／陶器 ／陶器275

101． 中国 龍泉窯 《青磁鉄斑文瓶 （飛青磁花瓶）》／元時代14世 紀 ／磁器 ／陶器233

102． 青 木木米 《秋渓渡橋》／江戸時代19世 紀初頭 ／紙本墨画淡彩 ／ 日書55

＊寄託作品以外 は、すべて石橋美術館蔵

関連事業 ：

美 術 講 座　 →　 p.31

関 連 イベ ン ト　 →　 p.32

ギ ャ ラ リ ー トー ク　 →　 p.32

広報記録：

新聞 ・雑誌 ：

「いにしえの名品ず らり」『朝 日新聞』2016年1月14日

「石橋美術館集大成の年」『西 日本新聞』2016年1月22日

「石橋美術館開館60年　 3展 覧会第1弾　 国宝 など古美術100点 」 『西 日本新聞』2016年1月27日

「古美術の世界　 国宝含む100点 」 『毎 日新聞』2016年2月4日

「節 目の年　 展覧会第一弾」『久留米日日新聞』2016年2月5日

開会式後のお茶会 講演会の様子

石橋美術館（展覧会）　 19



オ リエ ン トの世界 映画の上映

別館バ ナー

大屏風にはさまれて
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ウィーン美術史美術館所蔵　風景画の誕生 〈特別展〉

会期 ：2016年4月2日 （土）－6月12日 （日）

会場 ：本館

主催 ：石橋財団石橋美術館 ／久留米市 ／テレビ西 日本 ／西 日本新聞社

企画協力 ：ウィー ン美術史美術館

特別協賛 ：キヤノン　協賛 ：みぞえグループ　特別協力 ：大塚国際美術館

協力 ：ルフトハンザ カーゴAG／ オーストリア航空 ／ヤマ トロジスティクス

後援 ：オース トリア大使館 ／ オース トリア政府観光局 ／ ウィーン在 日代

表部 ／公益財団法人久留米文化振興会

概要 ：ウィー ン美術 史美術館のコレクション70点 によ り、西洋美術史の中

で どの ように風景画が誕生 したか、その確立までの歴史をた どる展

覧会。2章 構成 で、 まず1章 では、宗教画の一部であった風景表現と

聖なる主題の比重が逆転する様子を示 し、風景表現の発展に寄与 し

た と考 えられる月暦画を展示の中心に据えた。2章 では、風景その

ものの美 しさを主眼 とする 「風景画」が確立 してい く歴史を廃墟の

ある風景や、旅の記念 としての都市景観図を交えながら紹介 した。

出品内容 ：油彩70点

入場者総数 ：14,987人 （1日平均 ：242人 ）

出品目録 ：

第Ⅰ 章　 風景画の誕生

第1節　 聖書および神話を主題 とした作品中に現れる風景

1．南ネーデルラン トの画家 《東方三博士 の礼拝》／1520年 頃 ／油彩 ・板 （オー ク）

2． ホーホス トラーテンの画家 《聖母子 と聖カタリナと聖バルバ ラ》／1510年 頃 ／油彩 ・板 （オーク）

3． ホーホス トラーテンの画家 《洗礼者 ヨハネ》 と 《聖 ヒエ ロニムス》／1510年 頃 ／油彩 ・板 （オーク）

4． バ ステ ィアー ノ （セバ ステ ィアーノ）・マ イナルデ ィに帰属 《二人の天使 のいる聖母子》／1500年

頃 ／油彩 ・板

5． イェルク ・ブロイ （父）《五色鶸 と聖母子》／1523年 ／ 油彩 ・板 （リンデ ン）

6． ア ドリアー ン・イーゼ ンブラン ト 《エジプ トへの逃避途上の休息》／1520－30年 頃 ／油彩 ・板 （オーク）

7． ヤ ン ・ブリューゲル （子）《エジプ トへの逃避途上の休息》／1626年 以 後 ／油彩 ・板 （オーク）

8． ペーテル ・ファン ・アーフォント、ヤ ン ・ブ リューゲル （子）《幼児 ヨハ ネと天使のいる聖家族》／17

世紀前半 ／油彩 ・銅板

9． ドメニ コ ・フェッテ ィ 《エジプ トへの逃避》／1622－23年 頃 ／油彩 ・板 （ポプラ）

10． ティツィアーノ ・ヴェチェッリオ 《タンバ リンを演奏す る子 ども》／1510－15年 頃 ／油彩 ・カンヴァス

11． ヨアヒム ・パティニール 《聖カタリナの車輪の奇跡》／1515年 以前 ／油彩 ・板 （オーク）

12． ヤ ン ・ブリューゲル （父）《聖 フルゲンティウスのいる風景》／1595年 頃 ／油彩 ・銅板

13． フラン ドルの画家 《キリス トの誘惑が描かれた風景》／1550－75年 頃 ／油彩 ・カンヴァス

14． ヤ ン ・ブリューゲル （父）《キリス トの誘惑が描かれた山岳風景》／1605－10年 頃 ／油彩 ・板 （オー ク）

15． ドッソ ・ドッシ （本名 ：ジ ョヴァンニ ・デ ィ ・ニ ッコロ ・ルテー リ）《聖 ヒエ ロニムス》／1517－19年

頃 ／油彩 ・カンヴァス

16． イル ・ガロファロ （本名 ：ベンヴェヌー ト・ティシ）《ノリ ・メ ・タンゲ レ （我 に触れるな）》／1525－30

年 頃 ／油彩 ・板 （ポプラ）

17． フランチェスコ ・アルバーニ （工房）《悔悛 するマグダラのマ リア》／1640年 頃 （？）／油彩 ・カンヴァス

18． ヨハ ン ・ハインリヒ ・シェーンフェル ト 《大洪水》／1634－35年 頃 ／油彩 ・カンヴァス

19． アン ドレア ・ディ ・レオーネ 《ヤコブのカナンへの出発》／1635－40年 頃 ／油彩 ・カンヴァス

20． ヘラル ト・フー ト 《岩 をたたいて水を出すモーセ》／1675－99年 ／ 油彩 ・板 （オーク）

展覧会 ポス ター
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21． 南 ネ ー デ ル ラ ン トの 画 家 （ヒエ ロ ニ ム ス ・ボ ス に基 づ く）《聖 ア ン トニ ウ スの 誘 惑 》 ／1560－70年 頃 ／ 油 彩 ・

板 （オ ー ク ）

22． ヒ エ ロ ニ ム ス ・ボ ス の 模 倣 者 《楽 園 図 》 ／1540－50年 頃 ／ 油 彩 ・板 （オ ー ク）

23． ル ー ラ ン ト ・サ ー フ ェ リ ー 《冥 界 の オ ル フ ェ ウ ス 》 ／1610－15年 頃 ／ 油 彩 ・板 （ア ル ダ ー ）

24． パ オ ロ ・フ ィ ア ミ ン ゴ （本 名 ：パ ウ ウ ェ ル ス ・フ ラ ン ク）《風 景 の な か の 古 代 の 神 々》 ／1582－85年 頃 ／ 油 彩 ・

カ ン ヴ ァス

25． ダ ー フ ィ ッ ト ・テ ニ ー ル ス （父 ） 《メ ル ク リ ウ ス と ア ル ゴ ス 、 イ オ》 ／1638年 ／ 油 彩 ・銅 板

26． サ ル ヴ ァ トー ル ・ロ ー ザ 《ア ス トラ イ ア ー の 再 来 》 ／1642－44年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

第2節　 1年12カ 月 の 月 暦 画 中 に現 れ る 風 景

27． レ ア ン ド ロ ・バ ッサ ー ノ （本 名 ：レ ア ン ドロ ・ダ ・ポ ンテ ） 《1月 》 ／1580－85年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

28． レア ン ドロ ・バ ッサ ー ノ （本 名 ：レ ア ン ドロ ・ダ ・ポ ンテ ） 《2月 》 ／1580－85年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

29． レア ン ドロ ・バ ッサ ー ノ （本 名 ：レ ア ン ドロ ・ダ ・ポ ンテ ） 《3月 》 ／1580－85年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

30． レア ン ドロ ・バ ッ サ ー ノ （本 名 ：レ ア ン ドロ ・ダ ・ポ ンテ ） 《4月 》 ／1580－85年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス

31． レア ン ドロ ・バ ッサ ー ノ （本 名 ：レ ア ン ドロ ・ダ ・ポ ンテ ） 《5月 》 ／1580－85年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

32． レ ア ン ドロ ・バ ッサ ー ノ （本 名 ：レ ア ン ドロ ・ダ ・ポ ンテ ） 《6月 》 ／1580－85年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

33． レ ア ン ドロ ・バ ッ サ ー ノ （本 名 ：レア ン ドロ ・ダ ・ポ ン テ ） 《夏 （7月）》 ／1580－85年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン

ヴ ァス

34． レ ア ン ド ロ ・バ ッサ ー ノ （本 名 ： レ ア ン ドロ ・ダ ・ポ ン テ ） 《ヴ ェ ネ ツ ィ ア の 製 糸 場 と 機 織 場 （7

月 ）》 ／1580－85年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

35． レ ア ン ドロ ・バ ッサ ー ノ （本 名 ：レ ア ン ドロ ・ダ ・ポ ン テ ） 《8月 》 ／1580－85年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

36． レ ア ン ドロ ・バ ッサ ー ノ （本 名 ：レ ア ン ドロ ・ダ ・ポ ンテ ） 《11月 》 ／1580－85年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

37． マ ル テ ン ・フ ァ ン ・フ ァ ル ケ ンボ ル フ 《東 方 三 博 士 の 礼 拝 （1月）》 ／1580－90年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

38． マ ル テ ン ・フ ァ ン ・フ ァル ケ ンボ ル フ 《ノ リ ・メ ・タ ンゲ レ （4月）》 ／1580－90年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス

39． マ ル テ ン ・フ ァ ン ・フ ァ ル ケ ン ボ ル フ 《五 千 人 の パ ン （7月）》 ／1580－90年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス
たと

40． マ ル テ ン ・フ ァ ン ・フ ァ ル ケ ンボ ル フ 《放 蕩 息 子 の 喩 え （11月 ）》 ／1580－90年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

41． ル ー カ ス ・フ ァ ン ・フ ァ ル ケ ン ボ ル フ 《夏 の 風 景 （7月 ま た は8月 ）》 ／1585年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

42． ロ ベ ル ト ・フ ァ ン ・デ ン ・フ ッ ク 《ブ リ ュ ッセ ル の 水 濠 で の ス ケ ー ト》 ／1649年 ／ 油 彩 ・板 （オ ー ク）

第3節　 牧歌 を主題 とした作品中に現れる風景

43． ルーラン ト・サーフェリー 《果物売 りのいる山岳風景》／1609年 ／油彩 ・板 （オーク）

44． ジョヴァンニ ・フランチェスコ ・グリマルデ ィ 《羊飼いのいる風景》／1650－60年 頃 ／油彩 ・銅板

45． ヤーコブス・シブランデ ィ・マンカダン 《激流のある岩山の風景と羊飼い》／1650年 頃 ／油彩 ・板 （オーク）

46． ア ドリアーン ・ファン ・デ ・ヴェルデ 《羊飼いと家畜の群れのいる風景》／1664年 ／ 油彩 ・カンヴァス

47． ヤン ・シベ レフツ 《浅瀬》／1664－65年 頃 ／油彩 ・カンヴァス

48． フランチ ェスコ ・ズッカレリ 《洗濯婦のいる風景》／1740－50年 頃 ／油彩 ・カンヴァス

49． パウル ・ブ リル 《塔の廃墟のある川の風景》／1600年 ／ 油彩 ・銅板

50． アダム ・ペイナーケル 《ティヴォリ付近の風景》／1648年 頃 ／油彩 ・板 （オーク）

51． コルネ リス ・ファン ・プーレンブルフ 《沐浴する娘たちのいるアルバーノ付近の風景 （背景 にホラティ

ウス兄弟 とクリア トゥス兄弟の墓標）》／1630－40年 頃 ／油彩 ・板 （オーク）

52． ニコラース ・ベルヒェム 《水道橋の廃墟のある風景》／1675年 ／ 油彩 ・カンヴァス

第 Ⅱ章　 風景画の展開

第1節　 自立的な風景画

53． ハ ンス ・ボルに基づ く 《フランドルの村の生活》／1562年 頃 ／油彩 ・板 （オーク）

54． ヘルマ ン ・サフ トレー フェン （子）《船着 き場のあるライン川の風景》／1666年 ／ 油彩 ・板 （オーク）
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55． ル ー カ ス ・フ ァ ン ・フ ァ ル ケ ン ボ ル フ 《盗 賊 の 奇 襲 が 描 か れ た 高 炉 の あ る 山 岳 風 景 》 ／1580－85年

頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

56． ル ー ラ ン ト ・サ ー フ ェ リ ー 《木 こ りの い る 山岳 風 景 》 ／1610年 ／ 油 彩 ・銅 板

57． ヘ イ ス ブ レ ヒ ト ・リ テ ン ス 《宿 営 す る 放 浪 の 民 の い る冬 の 風 景 》 ／17世 紀 前 半 ／ 油 彩 ・板 （オ ー ク）

58． マ ル コ ・リ ッチ 《修 道 士 の い る 嵐 の 風 景 》 ／17世 紀 末 －18世 紀 初 頭 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

59． ヤ ー コ プ ・フ ァ ン ・ヘ ー ル 《森 の 風 景 》 ／1633－34年 頃 ／ 油 彩 ・板 （オ ー ク ）

60． フ ェ リ ク ス ・マ イ ア ー 《渓 流 の あ る風 景 》 ／1700－10年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス

61． ヤ ー コ プ ・フ ァ ン ・ロ イ ス ダ ー ル 《渓 流 の あ る 風 景 》 ／1670－80年 頃 ／ 油 彩 ・板 で 裏 打 ち され た カ ン ヴ

ァ ス

62． ヤ ン ・フ ァ ン ・ホ イ エ ン 《メ ル ヴ ェ デ 川 越 しの ドル ドレ ヒ トの 展 望 》 ／1644年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

63． ア ー ル ト ・フ ァ ン ・デ ル ・ネ ー ル 《月 明 か りの 下 の 船 の あ る 川 の 風 景 》 ／1665－70年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ

ァ ス

64． ヨハ ネ ス ・リ ンヘ ル バ ハ 《イ タ リ ア の 海 港 》 ／1660－65年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

ヴェドゥータ

第2節　都市景観としての風景画

65． ヴ ァ ン ヴ ィ テ ッ リ （本 名 ：レ ア ン ドロ ・ダ ・ポ ンテ ） 《ロ ー マ の テ ィベ リ ー ナ 島 》 ／1685年 ／ 油 彩 ・カ

ン ヴ ァ ス

66． ク ロ ー ド ＝ ジ ョゼ フ ・ヴ ェ ル ネ 《ロ ー マ の サ ン タ ン ジ ェ ロ城 と サ ン ・ピ エ トロ 大 聖 堂 》 ／1753年 以 前

（？） ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

67． カ ナ レ ッ ト （本 名 ：ジ ョヴ ァ ンニ ・ア ン トニ オ ・カ ナ ル ） 《ヴ ェ ネ ツ ィ ア の ス キ ア ヴ ォ ー ニ 河 岸 》 ／1730

年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

68． フ ラ ン チ ェ ス コ ・グ ア ル デ ィ 周 辺 の 画 家 《ヴ ェ ネ ツ ィ ア の サ ン ・マ ル コ 広 場 》 ／18世 紀 後 半 ／ 油 彩 ・

カ ン ヴ ァ ス

69． ヴ ァ ン ヴ ィテ ッ リ （本 名 ：ハ ス パ ル ・フ ァ ン ・ヴ ィ テ ル ） 《ロ ー マ の サ ン ・ピ エ ト ロ広 場 》 ／1703－24年

頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス

70． イ ア サ ン ト ・ド ・ラ ・ペ ー ニ ュ 《パ リの メ ジ ス リー 河 岸 か ら の ポ ン ＝ ヌ フ の 眺 め 》 ／1743年 ／ 油 彩 ・

カ ン ヴ ァス

＊　 す べ て ウ ィ ー ン美 術 史 美 術 館 蔵 。

関連事業 ：

美 術 講 座　 →　 p.31

ギ ャ ラ リ ー トー ク　 →　 p.32

広 報 記 録 ：

新聞 ・雑誌 ：

「画家による 『発見』 の軌跡」『日本経済新聞』2015年9月16日

「ART EXHIBITION NAVI Column8　 今 、この図録が面白い！」『和楽』2015年12月 号

「石橋美術館で特別展 『風景画の誕生』 きょう開幕」 「西 日本新聞』2016年4月2日

「『風景画の誕生』展石橋美術館で開幕　 久留米市」 『西日本新聞』2016年4月3日 筑後版

「石橋美術館で6月12日 まで　 特別展 『風景画の誕生』」『久留米 日日新聞』2016年4月15日

中村俊介 「自然の描写、自立 と発展たどる　石橋美術館 『風景画の誕生』展」『朝日新聞』2016年4月26日 九

州山口版
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川口安子 「風景画の誕生1　 宗教画　 窓の外に身近な場所」『西 日本新聞』2016年5月1日 筑後版

川口安子 「風景画の誕生2　 芽生 え　西洋初の 『風景画家』」 『西 日本新聞』2016年5月2日 筑後版

川口安子 「風景画の誕生3　 宗教画　 窓の外に身近な場所」『西 日本新聞』2016年5月3日 筑後版

川口安子 「風景画の誕生4　 月暦画　 暮 らしを描 く時の絵」『西 日本新聞』2016年5月4日 筑後版

川口安子 「風景画の誕生5　 発展　 独立に促された主役」『西 日本新聞』2016年5月5日 筑後版

テ レビ ：

「ももち浜ス トアプラス」テ レビ西日本　 2016年4月14日 放映

「ももち浜ス トア」 テレビ西 日本　 2016年5月13日 放 映

開会式　 ウィー ン美 術史美術館 総館長　 サ ビー ネ ・ハーグ氏

月暦画について語る展覧会監修者の木島俊介氏とハーグ氏
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会場風景 会場映像に見入る来館者

音声ガイド 福 岡県立美術館 とのス タンプラリー
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石橋美術館物語　 1956　 久留米からはじまる。 〈特別展〉

会期 ：2016年7月2日 （土）－8月28日 （日）

会場 ：本館

主催 ：石橋財団石橋美術館

後援 ：久留米市 ／久留米市教育委員会 ／公益財 団法人久留米文化振興会

概要 ：コレクションと写真資料などで、石橋美術館60年の歴史をたどった

もの。東西の名画を見られる美術館として、青木繁、坂本繁二郎ら

久留米出身の画家たちを紹介する美術館として、また、教育普及活

動をとおしてさまざまな世代に楽しみの場を提供する美術館とし

て、石橋美術館が果たしてきた役割に注目した内容。

出品内容 ：油彩等88点 、水彩等26点 、彫刻3点 、陶器等2点　 計119点

入場者総数 ：27,756人 （1日平均 ：534人）

出品 目録 ：

第1章 ：東 西 の 名 画 を

1． 青 木 繁 《天 平 時 代 》 ／1904年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス ／BMA／ 日洋91

2． 安 井 曾 太 郎 《りん ご》 ／1942年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス ／ 日 洋265

3． ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《サ ン ト＝ヴ ィ ク トワ ー ル 山 と シ ャ トー ・ノ ワ ー ル 》 ／1904－06年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ

ァ ス ／BMA／ 外 洋32

4． 和 田 英 作 《チ ュ ー リ ッ プ》 ／1927年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス ／ 日洋65

5． 黒 田 清 輝 《鉄 砲 百 合 》 ／1909年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ／ 日洋9

6． パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《女 の 顔 》 ／1923年 ／ 油 彩 、 砂 ・カ ン ヴ ァス ／BMA／ 外 洋84

7． ジ ョ ル ジ ュ ・ル オ ー 《ピエ ロ 》 ／1925年 ／ 油 彩 ・紙 ／BMA／ 外 洋64

8． マ リー ・ロ ー ラ ンサ ン 《二 人 の 少 女 》 ／1923年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ／BMA／ 外 洋72

9． 百 武 兼 行 《臥 裸 婦 》 ／1881年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ／ 日 洋2

10． 安 井 曾 太 郎 《薔 薇 》 ／1932年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ／BMA／ 日洋143

11． エ ミ ー ル＝ア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《イ サ ドラ ・ダ ンカ ン 》 ／ イ ン ク ・紙 ／BMA／ 外 洋105

12． エ ミー ル＝ア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《踊 る イサ ドラ 》 ／ イ ン ク ・紙 ／BMA／ 外 洋106

13． エ ミー ル＝ア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《踊 る イサ ドラ》 ／ イ ン ク ・紙 ／BMA／ 外 洋107

14． エ ミ ー ル＝ア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《踊 る イ サ ドラ》 ／ イ ン ク ・紙 ／BMA／ 外 洋108

15． エ ミ ー ル＝ア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《踊 る イ サ ドラ》 ／ イ ン ク ・紙 ／BMA／ 外 洋109

16． エ ミ ー ル＝ア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《踊 る イ サ ドラ》 ／ イ ン ク ・紙 ／BMA／ 外 洋110

17． エ ミ ー ル＝ア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《ペ ネ ロ ー プ 》 ／1909年 ／ ブ ロ ン ズ ／BMA／ 外 彫45

18． 佐 伯 祐 三 《広 告 貼 り》 ／1927年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ／ 日洋176

19． オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《青 銅 時 代 》 ／1904年 ／ ブ ロ ンズ ／BMA／ 外 彫38

20． ピエ ー ル＝オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《水 浴 の 女 》 ／1907年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ／BMA／ 外 洋136

21． パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《画 家 とモ デ ル 》 ／1963年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ／BMA／ 外 洋144

22． 青 木 繁 《大 穴 牟 知 命 》 ／1905年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ／ 日洋197

23． エ ドゥ ア ー ル ・マ ネ 《自 画 像 》 ／1878－79年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス ／BMA／ 外 洋121

24． ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《帽 子 を か ぶ っ た 自 画 像 》 ／1890－94年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ／BMA／ 外 洋31

展覧会ポス ター
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25． ピエール＝オーギュス ト・ルノワール 《すわる水浴の女》／1914年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／BMA／ 外 洋34

26． パ ブロ ・ピカソ 《腕を組 んですわるサルタンバンク》／1923年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／BMA／ 外 洋160

27． 中国 龍泉窯 《青磁鉄斑文瓶 （飛青磁花瓶）》／元時代14世 紀 ／磁器 ／陶器233

28． ピエール＝オーギュス ト・ルノワール 《すわるジョルジェッ ト・シャルパンティエ嬢》／1876年 ／ 油彩 ・

カンヴァス ／BMA／ 外 洋169

29． 豊福知徳 《透過する立像 （白）》／1991年 ／ 木彫彩色 ／ 日彫19

30． 藤 島武二 《黒扇》／1908－09年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／BMA／ 日洋26

31． ジ ャクソン ・ポロック 《Number2，1951》 ／1951年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／BMA／ 外 洋209

32． 野 見山暁治 《あ したの場所》／2008年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／日洋587

第2章 ：よ り多くの人に

33． 藤島武二 《天平の面影》／1902年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋11

34． 藤 島武二 《チョチ ャラ》／1908－09年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋25

35． 藤 島武二 《五剣山の日の出》／1932年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋49

36． 藤 島武二 《屋島よりの遠望》／1932年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋50

37． 岡 田三郎助 《水浴の前》／1916年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋63

38． 和 田英作 《読書》／1902年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋64

39． 青木繁 《輪転》／1903年 ／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋90

40． 青木繁 《海景 （布良の海）》／1904年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／BMA／ 日洋100

41． 金 山平三 《石母田の堤》／1952－55年 頃 ／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋121

42． 小 出楢重 《裸婦》／1925年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋138

43． 安井曾太郎 《水浴裸婦》／1914年 ／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋142

44． 長谷川利行 《動物園風景》／1937年 頃 ／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋155

45． 児島善三郎 《海芋とキリン草》／1954年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋203

46． 佐伯祐三 《休息 （鉄道工夫）》／1927年 頃 ／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋188

第3章 ：坂本繁二郎

47． 坂本繁二郎 《魚 を持って きた海女》／1913年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋204

48． 坂 本繁二郎 《牛》／1920年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／日洋301

49． 坂 本繁二郎 《少女》／1922年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋111

50． 坂 本繁二郎 《自像》／1923－30年 ／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋300

51． 坂 本繁二郎 《帽子 を持てる女》／1923年 ／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋195

52． 坂 本繁二郎 《母の像》／1927年 ／油彩 ・カンヴァス ／寄託作品

53． 坂本繁二郎 《放牧三馬》／1932年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋114

54． 坂 本繁二郎 《窓の馬》／1940年 ／油彩 ・カンヴァス ／寄託作品

55． 坂本繁二郎 《茄子 と梨》／1944年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋565

56． 坂 本繁二郎 《能面 と謡本》／1951年 ／油彩 ・カンヴァス ／寄託作品

57． 坂本繁二郎 《能面》／1954年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／寄託作品

58． 坂本繁二郎 《植木鉢》／1959年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／寄託作品

59． 坂本繁二郎 《植木鉢》／1961年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／寄託作品

60． 坂本繁二郎 《能面 と鼓の胴》／1962年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋568

61． 坂 本繁二郎 《幽光》／1969年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／寄託作品

第4章 ：青木繁

62． 青木繁 《上京途中スケッチ》／1902／ 鉛筆 ・紙 ／ 日洋586

63． 青 木繁 《神塞妙義》／1902年 ／鉛筆、淡彩 ・紙 ／ 日洋507
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64． 青 木繁 《碓氷川磧》／1902年 ／ 鉛筆、淡彩 ・紙 ／ 日洋508

65． 青 木繁 《顔》／1903－04年 ／ 色鉛筆 、淡彩 ・紙 ／ 日洋567

66． 青 木繁 《自画像》／1903年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋87

67． 青 木繁 《甘楽物語》／1904－07年 ／ 鉛筆 ・紙 ／ 日洋581

68． 青木繁 《海》／1904年 ／ 油彩 ・板 ／ 日洋94

69． 青木繁 《海の幸》／1904年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋95

70． 青木繁 《海》／1904年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋498

71． 青木繁 《男の肖像》／1904年 ／鉛筆、コンテ ・紙 ／ 日洋575

72． 青 木繁 《絵かるた （小野小町／在原業平／紫式部）》／1904年 ／ 水彩 ・紙 ／寄託作品

73． 青木繁 《絵かるた （文字の ない）》／1904年 ／水彩 ・紙 ／寄託作品

74． 青木繁 《光明皇后》／1905年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋102

75． 青 木繁 《狂女》／1906年 ／ 水彩 ・紙 ／ 日洋381

76． 青 木繁 《わだつみのいろこの宮》／1907年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋104

77． 青 木繁 《月下滞船図》／1908年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋105

78． 青 木繁 《春》／1908年 ／ 水彩 ・襖布 ／ 日洋106

79． 青 木繁 《秋》／1908年 ／ 水彩 ・襖布 ／ 日洋107

第5章 ：古賀春江

80． 古賀春江 《柳川風景》／1914年 ／水彩 ・紙 ／ 日洋523

81． 古 賀春江 《自画像》／1915－16年 頃 ／水彩 ・紙 ／ 日洋388

82． 古 賀春江 《無題》／1921年 頃 ／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋345

83． 古 賀春江 《二階 より》／1922年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋593

84． 古 賀春江 《海水浴の女》／1923年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋168

85． 古 賀春江 《美 しき博覧会》／1926年 ／ 水彩 ・紙 ／ 日洋321

86． 古 賀春江 《円筒形の画像》／1926年 頃 ／水彩 ・紙 ／ 日洋574

87． 古 賀春江 《窓外風景》／1927年 ／ 水彩 ・紙 ／ 日洋582

88． 古 賀春江 《鳥籠》／1929年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋164

89． 古 賀春江 《単純な哀話》／1930年 ／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋162

90． 古 賀春江 《厳 しき伝統》／1931年 ／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋163

91． 古 賀春江 《《散歩》のためのスケ ッチ》／1932年 頃 ／鉛筆 ・紙 ／ 日洋354

92． 古 賀春江 《散歩》／1932年 頃 ／水彩 ・紙 ／ 日洋584

第6章 ：久留米 とともに

93． 豊田勝秋 《鋳銅花 さし》／1931年 ／ 鋳銅 ／雑47

94． 森 三美 《農夫》／1910年 頃 ／油彩 ・板 ／寄託作品

95． 森三美 《海岸風景》／1910年 頃 ／油彩 ・板 ／寄託作品

96． 伊東静尾 《解放》／1953年 ／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋339

97． 松 田諦晶 《コンポジション》／1922年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋572

98． 井上三綱 《ドン・キホーテ》／1954年 ／ 石膏、墨 ・紙 ／ 日洋333

99． 山村秀一 《さば》／1965年 ／水彩 ・紙 ／ 日洋514

100． 高 田力蔵 《アテネのエ レクテイオン》／1938年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋385

101． 坂宗一 《脱穀》／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋509

102． 内野秀美 《羨の花》／1980年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋516

103． 早川銈 太郎 《戦場 の図》／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋518

104． 松 本英一郎 《退屈な風景　 茶畑》／1974年 ／油彩 ・カンヴァス ／ 日洋553

105． 高 島野十郎 《筑紫観世音寺》／1952年 ／ 油彩 ・カンヴァス ／ 日洋466
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第7章 ：と も に 楽 し む

106． ク ロ ー ド ・モ ネ 《睡 蓮 の 池 》 ／1907年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス ／BMA／ 外 洋23

107． ア ン リ ・ル ソ ー 《イ ヴ リー 河 岸 》 ／1907年 頃 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス ／BMA／ 外 洋43

108． ピエ ー ル ・ボ ナ ー ル 《ヴ ェ ル ノ ン 付 近 の 風 景 》 ／1929年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ／BMA／ 外 洋54

109． ポ ー ル ・シ ニ ャ ッ ク 《コ ン カ ル ノ ー 港 》 ／1925年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス ／BMA／ 外 洋45

110． モ ー リ ス ・ ドニ 《バ ッ カ ス 祭 》 ／1920年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ／BMA／ 外 洋65

111． ラ ウ ル ・デ ュ フ ィ 《オ ー ケ ス トラ 》 ／1942年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ／BMA／ 外 洋123

112． 古 賀 春 江 《素 朴 な 月 夜 》 ／1929年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス ／ 日洋161

113． 古 沢 岩 美 《地 の 塩 》 ／1959年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス ／ 日洋218

114． 松 本 豊 太 《二 人 の 少 女 》 ／1902年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス ／ 日洋535

115． 藤 田 嗣 治 《横 た わ る 女 と猫 》 ／1932年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス ／ 日 洋215

116． フ ィ ンセ ン ト ・フ ァ ン ・ゴ ッホ 《モ ンマ ル トル の風 車 》 ／1886年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス ／BMA／ 外 洋122

117． ケ ー ス ・ヴ ァ ン ・ドン ゲ ン 《シ ャ ン ゼ リゼ 大 通 り》 ／1924－25年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス ／BMA／ 外 洋87

118． 黒 田 清 輝 《針 仕 事 》 ／1890年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァス ／ 日洋7

119． 佐 伯 祐 三 《コ ル ドヌ リ （靴 屋 ）》 ／1925年 ／ 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ／ 日洋173

※BMAは ブ リヂ ス トン 美 術 館 蔵 、寄 託 作 品 は 石 橋 美 術 館 へ 寄 託 さ れ た もの を 示 し、そ れ 以 外 は 石 橋 美 術 館 蔵 。

関連事業 ：

関 連 イ ベ ン ト　 →　 p.34

ギ ャ ラ リー トー ク　 →　 p.32

広 報 記 録 ：

新聞 ・雑誌 ：

「石橋美術館、最後の展覧会」『西日本新聞』2016年7月2日

「石橋美術館 『久留米から始 まる。』」 『朝 日新聞』2016年7月2日

「きょうから最後の展覧会 『石橋美術館物語』久留米」『毎 日新聞』2016年7月2日

「名品119点 でふ り返る60年 」 『西 日本新聞』2016年7月3日

「『本当に惜 しい』『感謝』石橋美術館物語展が開幕　財団で “最後”の展示」 『西 日本新聞』2016年7月3日

「60年　歩みたどる展示　 来月末 まで」 『読売新聞』2016年7月9日

「先駆けの場が果た して きたこと」 『西 日本新聞』2016年7月29日

「青木繁 『海の幸』見納めの特別展」『朝 日新聞』2016年8月6日
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開会式にて 会場の様子

写真で振り返る 歴 代ポス ター も紹介

混雑 する シ ョップ 最終日　西嶋館長の挨拶
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教育普及

美術講座

月 日　 講座題目 講師

《「石橋美術館　 古美術の世界」講演会》

2016年　 3月5日 （土）　14：00－15：30　石橋文化会館小ホール

歴史の遺産と芸術世界の拡大

――高階秀爾 氏 （大原美術館館長）

《「ウィー ン美術史美術館所蔵　 風景画の誕生」講演会》

4月23日 （土）　14：00－15：30　講座室

ルネサ ンス絵画への誘い― イタリアとフランドル

――京谷啓徳 氏 （九州大学准教授）

5月14日 （土）　14：00－15：30　講座室

ウィーン美術史美術館の風景画 ：その魅力 と重要性 について

――木島俊介 氏 （Bunkamuraザ・ミュージアム　プロデューサー）

高階秀爾氏

京谷啓徳氏 木島俊介氏
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展覧会関連イベント

《「石 橋 美 術 館　 古 美 術 の 世 界 」 関 連 イ ベ ン ト》

2016年3月12日 （土）

石 橋 美 術 館 の 掛 軸 をつ くろ う ！

講 座 室

①　 9：30－11：30　 13名

②　12：00－14：00　 10名

③　14：00－16：00　 16名

ギ ャ ラ リー トー ク

石橋美術館　 古美術の世界　 キュレーターズ トー ク

2016年2月20日 （土）　14：00－15：00（平間）

学芸員 とサポー トボランテ ィアがギャラリー トークを

行 った。

「石橋美術館　 古美術の世界」では、土 ・日曜 日

「ウィー ン美術 史美術館所蔵　 風景画の誕生」では、

4月3日 （日）、5月28日 （土）

「石橋美術館物語　 1956　 久留米か らは じまる。」では、

土曜 日

いずれも時間は14：00－14：20。

学習の場 としての美術館利用

職場体験

2016年7月27日 （水）　久留米信愛女学院中学校2年　 2名

（対応 ＝泉田）

久留米大学　 久留米 ・筑後体験演習

前期 ：5月14日 （土）、6月11日 （土）、7月9日 （土）　 4名

（対応 ＝森山・泉田）

キ ュ レ ー タ ー ズ トー ク
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館外活動

2016年1月30日 （土）　平成27年 度　 石橋正二郎名誉市民顕彰会事業

「石橋正二郎と美術」

於 ：講座室　 63人 （担当＝森山）

4月13日 （水）　鳥栖ロータリークラブ例会

「ウィーン美術史美術館の名作でたどる風景画の “誕生”」

於 ：ホテルビアントス　約40名 （担当＝伊藤）

4月22日（金）　久留米ロータリー クラブ例会

「ウィー ン美術 史美術館の名作でたどる風景画の “誕生”」

於 ：翠香園ホテル　 約80名 （担当＝伊藤）

7月15日（金）　福岡県博物館協議会総会

「石橋美術館か ら久留米市美術館へ」

於 ：石橋文化会館会議室　 約70人 （担 当＝森山）

8月18日 （木）　平成28年 度　 県民ふるさと文化講座

「石橋正二郎 と美術館」

於 ：アクロス福岡2階 セ ミナー室　 約50人 （担当＝森山）

8月20日 （土）　平成28年 度　石橋正二郎名誉市民顕彰会事業

「石橋美術館物語について」

於 ：講座室　 67人 （担 当＝森山）

9月27日 （火）　平成28年 度　 えーるピアシニアカレッジ

「石橋美術館か ら久留米市美術館へ」

於 ：えーる ピア久留米　 約200人 （担当＝森 山）
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夏休 み こ ども ミュー ジアム

7月2日 （土）－8月28日 （日）、「石橋美術館物語」展の会期中、小中学生の来館者 に ワークシー トを配布。 ワーク

シー トを仕上げた参加者には美術館オリジナル缶バ ッジをプレゼ ントした。

また、学芸員 と一緒 に美術館のふ しぎを探 して展示室 を探検する 「石橋美術館ふ しぎ発見ツアー」を実施 した。

石橋美術館ふ しぎ発見ツアー

2016年7月30日 （土）　普及学芸員I編　 12名 （担当＝泉田）

8月6日 （土）　新人学芸員M編　 8名 （担当＝森　久留米文化振興会派遣）

8月20日 （土）　副館長M編　 18名 （担当＝森山）

いずれも時間は　 9：00－10：00

サ ポー トボ ラ ンテ ィア

2016年 度の登録者 は32名 。年間3回 の研修を実施。ギャラリー トーク、坂本旧ア トリエ解説、学校 を主 とす

る団体受入やイベ ン ト等で約3,900名 の来館者に対応 した。

（ボランティアの活動期間は4月 か ら9月 まで）

サポー トボランテ ィア ：

荒巻夏子、江崎修、大津和寛、貴島英雄、小 島裕子、小西 なほみ、近藤孝子、坂井弘美、里中健、高田幸、

高橋有嘉子 、壇沙織、月貫テル子、恒吉佐知子、寺崎祐子、豊福淳子、豊福真知子、仲上祥世、中野直美、

秀島千鶴子 、福永和子、藤木康宏、細川典彦、松枝成芳、松隈千重子、虫明 しのぶ、牟田麻里耶、森房乃、

諸富孝子、矢 ヶ部節子、吉田美知代、渡邊睦美

以上32名 （50音順　 敬称略）

石橋美術館ふしぎ発見ツアー
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博物館実習生受入

学芸員資格取得のための博物館実習 を下記のように実施 した。

期間 ：2016年7月13日 （水）、14日 （木）、15日 （金）、21日 （木）、22日 （金）

実習生 ：6名 （4校）

実習内容 ：

1 2 3 4 5 6

9：30－10：30 10：45－12：00 13：00－14：00 14：10－15：10 15：20－16：20 16：30－17：30

7月13日 水 ガイダンス
美術館運営 ・広報

施設見学ツアー

トークの作 り方

作品決め

ワークシー ト

作成
文献調査

返却作業見学

質疑・応答、日誌記入

7月14日 木 展覧会1
作品調査

修復家調査見学

トークプラン

作成

トークプラン

発表

トーク準備

文献調査

質疑 ・応答

日誌記入

7月15日 金 教育普及 展覧会2
トーク準備

文献調査
講演会聴講

トーク準備

文献調査

質疑 ・応答

日誌記入

7月21日 木
トーク準備

文献調査

トーク準備

文献調査

プレ発表

対話型について

トーク準備

文献調査

トーク準備

文献調査

質疑 ・応答

日誌記入

7月22日 金 発表準備 発表準備 発表準備 発表会 講評会
トーク整理、提出

日誌記入

＊実習の成果発表 として、展示作品についてのギャラリー トークを課題 とし、最終 日に会場で発表会を実施。

展示室での トー ク発表
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入場者数

石橋美術館

月 開館日数
有料 無料

総計 一日平均一般 大高生 団体 合計 中小生 招待他 合計

1 8 540 14 134 688 440 216 656 1,344 168

2 24 2,555 77 556 3,188 907 594 1,501 4,689 195

3 19 3,214 116 1,146 4,476 320 1,669 1,989 6,465 340

4 25 1,664 62 586 2,312 116 1,659 1,775 4,087 163

5 26 3,792 140 1,157 5,089 405 1,336 1,741 6,830 262

6 11 1,435 114 800 2,349 339 1,382 1,721 4,070 370

7 27 5,495 158 1,893 7,546 904 1,012 1,916 9,462 350

8 25 10,575 386 3,114 14,075 1,163 3,057 4,220 18,295 731

合計 165 29,270 1,067 9,386 39,723 4,594 10,925 15,519 55,242 335

坂本繁二郎旧ア トリエ （石橋文化センター内）

イベ ン ト名 開催日 日数 入場者数

つばきまつ り 3／19－21 3 983

SAKURAま つ り 4／2，3 2 440

バ ラフェア 5／3－5，7，8 5 1,850

あ じさい ・はな しょうぶまつ り 6／11，12 2 180

合 計 12 3,453
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新 収 蔵 作 品　 New Acquisitions

絵 画　 Painting

メ ア リ ー ・カ サ ッ ト

Mary CASSATT

1844－1926

娘 に 読 み 聞 かせ る オ ー ガ ス タ

1910年

油彩 ・カ ンヴァス

116.2×88.9cm

外洋259

Augusta Reading to Her Daughter

1910

Oil on canvas

116.2×88.9cm

上 前 智 祐

UEMAE Chiyu

1920－

作 品

1965年

油 彩 ・カ ンヴ ァス

90.5×72.7cm

日洋594

Work

1965

Oil on canvas

90.5×72.7cm

オ ー ギ ュ ス ト ・エ ル バ ン

Auguste HERBIN

1882－1960

コ ン ポ ジ シ ョ ン 、 抽 象

1925年

油 彩 ・カ ン ヴ ァス

89.1×116.1cm

外 洋260

Composition Abstraction

1925

Oil on canvas

89.1×116.1cm

上 前 智 祐

UEMAE Chiyu

1920－

作 品

1966年

油 彩 ・カ ンヴ ァス

90.5×72.5cm

日洋595

Work

1966

Oil on canvas

90.5×72.5cm

ジ ー ノ ・セ ヴ ェ リー ニ

Gino SEVERINI

1883－1966

トロ ン ボ ー ン奏 者 （路 上 演 奏 者 ）

1916年 頃

油彩 ・カ ンヴ ァス

71.4×38.1cm

外洋261

Trombone Player（Player on the Street）

c.1916

Oil on canvas

71.4×38.1cm

村 上 三 郎

MURAKAMI Saburo

1925－1996

作 品

1962年 頃

合 成樹脂 、石膏 、接 着剤 ・カ ンヴ ァス

100.0×73.0cm

日洋596

Work

c.1962

Synthetic-resin paint, plaster, adhesive on canvas

100.0×73.0cm

新収蔵作品　 37



村 上 三 郎

MURAKAMI Saburo

1925－1996

作 品

1961年

合成 樹脂 塗料 ・綿布

183.5×138.0cm

日洋597

Work

1961

Synthetic-resin paint on cotton

183.5×138.0cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

作 品

1967年

エナ メル ・綿 布 、板

182.5×91.5cm

日洋600

Work

1967

Enamel on cotton cloth mounted on board

182.5×91.5cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

作 品

1964年

エナ メ ル ・綿 布、板

182.5×91.5cm

日洋598

Work

1964

Enamel on cotton cloth mounted on board

182.5×91.5cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

作 品 （な が れ ）

1975年

エナ メル ・綿 布 、板

182.0×91.0cm

日洋601

Work（Stream）

1975

Enamel on cotton cloth mounted on board

182.5×91.0cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

作 品

1965－67年

エ ナ メ ル ・カ ン ヴ ァ ス

162.5×130.3cm

日 洋599

Work

1965－67

Enamel on canvas

162.5×130.3cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品July－Aug. 1954

1954年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

22.7×15.8cm

日洋602

Small Work July-Aug. 1954

1954

Oil on canvas

22.7×15.8cm
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正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品1954－58

1954－58年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

22.7×15.8cm

日 洋603

Small Work 1954－58

1954－58

Oil on canvas

22.7×15.8cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品Mar.22,1959

1959年

油 彩 ・カ ン ヴ ァス

22.7×15.8cm

日 洋606

Small Work Mar. 22,1959

1959

Oil on canvas

22.7×15.8cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品Dec.1958

1958年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

22.7×15.8cm

日洋604

Small Work Dec. 1958

1958

Oil on canvas

22.7×15.8cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品1959－62

1959－62年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

22.7×15.8cm

日洋607

Small Work 1959－62

1959－62

Oil on canvas

22.7×15.8cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品Jan. 4, 1959

1959年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

22.7×15.8cm

日 洋605

Small Work Jan. 4, 1959

1959

Oil on canvas

22.7×15.8cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品Jan. 1961

1961年

エ ナ メ ル ・カ ン ヴ ァ ス

22.7×15.8cm

日洋608

Small Work Jan. 1961

1961

Enamel on canvas

22.7×15.8cm
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正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品Jan.-Mar. 1962

1962年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

22.7×15.8cm

日洋609

Small Work Jan.-Mar. 1962

1962

Oil on canvas

22.7×15.8cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品Nov. 1965

1965年

エ ナ メ ル ・カ ン ヴ ァ ス

22.7×15.8cm

日洋612

Small Work Nov. 1965

1965

Enamel on canvas

22.7×15.8cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品Mar. 1962

1962年

油 彩 ・カ ン ヴ ァス

22.7×15.8cm

日洋610

Small Work Mar. 1962

1962

Oil on canvas

22.7×15.8cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品1966

1966年

エ ナ メ ル ・カ ン ヴ ァ ス

22.7×15.8cm

日 洋613

Small Work 1966

1966

Enamel on canvas

22.7×15.8cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品Mar. 1964

1964年

エ ナ メ ル ・カ ン ヴ ァ ス

22.7×15.8cm

日 洋611

Small Work Mar. 1964

1964

Enamel on canvas

22.7×15.8cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品Dec. 1969

1969年

油 彩 ・カ ン ヴ ァス

22.7×15.8cm

日洋614

Small Work Dec. 1969

1969

Oil on canvas

22.7×15.8cm
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正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品Sept. 1971

1971年

エ ナ メ ル ・カ ン ヴ ァ ス

22.7×15.8cm

日洋615

Small Work Sept. 1971

1971

Enamel on canvas

22.7×15.8cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品May 13,1973

1973年

エ ナ メ ル ・カ ン ヴ ァス

22.7×15.8cm

日 洋618

Small Work May 13,1973

1973

Enamel on canvas

22.7×15.8cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911-1995

小 品May 6,1972

1972年

エ ナ メ ル ・カ ン ヴ ァ ス

22.7×15.8cm

日洋616

Small Work May 6,1972

1972

Enamel on canvas

22.7×15.8cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品May 1973

1973年

エ ナ メ ル ・カ ン ヴ ァ ス

22.7×15.8cm

日 洋619

Small Work May 1973

1973

Enamel on canvas

22.7×15.8cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品May－June 1972

1972年

エ ナ メ ル ・カ ン ヴ ァ ス

22.7×15.8cm

日洋617

Small Work May-June 1972

1972

Enamel on canvas

22.7×15.8cm

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品Jan. 1977

1977年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

22.7×15.8cm

日 洋620

Small Work Jan. 1977

1977

Oil on canvas

22.7×15.8cm
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正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品1978－79

1978－79年

油 彩 ・カ ン ヴ ァス

22.7×15.8cm

日洋621

Small Work 1978－79

1978－79

Oil on canvas

22.7×15.8cm

桃 井 北 斗

MOMOI Hokuto

後 醍 醐 天 皇 遠 流 図 屏 風

絹本 著色

168.0×372.0cm（ 各 ）

日書111

Emperor Go-Daigo in Exile

Color on silk

168.0×372.0cm each

正 延 正 俊

MASANOBU Masatoshi

1911－1995

小 品May 1986

1986年

エ ナ メ ル ・カ ン ヴ ァ ス

22.7×15.8cm

日 洋622

Small Work May 1986

1986

Enamel on canvas

22.7×15.8cm

尾 形 光 琳

OGATA Korin

1658－1716

李 白 観 瀑 図

江戸 時代18世 紀

紙本墨 画淡 彩

37.4×70.5cm

日書112

Li Bo Gazing at the Waterfall

Edo period,18th century

Sumi and light color on paper

37.4×70.5cm

岡 鹿 之 助

OKA Shikanosuke

1898－1978

群 落B

1961年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

72.7×92.3cm

日 洋623

Houses B

1961

Oil on canvas

72.7×92.3cm

平治物語絵巻　 六波羅合戦巻断簡

鎌倉時代13世 紀

紙本著色

17.3×15.3cm

日書113

Detached Segment from the Battle of Rokuhara

Kamakura period, 13th century

Color on paper

17.3×15.3cm
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池 田 孤 邨

IKEDA Koson

1801－1866？

四 季 草 花 図 屏 風

江戸 時 代19世 紀

紙本 金地 著 色

117.3×279.2cm

日書114

Flowers and Plants of the Four Seasons

Edo period,19th century

Color and gold on paper

117.3×279.2cm

彫 刻　 Sculpture

コ ン ス タ ン テ ィ ン ・ブ ラ ン ク ー シ

Constantin BRANCUSI

1876－1957

ポ ガ ニ ー 嬢 Ⅱ

1925年 （2006年 鋳 造 ）

磨 か れ た ブ ロ ンズ

エ デ ィ シ ョ ン ：3／8

H.44.8cm W.19.0cm D.30.2cm

外 彫107

Mademoiselle Pogany Ⅱ

1925,cast in 2006

Polished bronze

Edition 3／8

H.44.8cm W.19.0cm D.30.2cm

鈴 木 其 一

SUZUKI Kiitsu

1796－1858

藤 花 ・蓮 ・紅 楓 図

江戸 時代19世 紀

絹本著 色

123.4×39.0cm（ 各）

日書115

Wistaria; Lotus; Maple Tree

Edo period, 19th century

Color on silk

123.4×39.0cm each

ウ ンベ ル ト ・ボ ッ チ ョー ニ

Umberto BOCCIONI

1882－1916

空 間 に お け る 連 続 性 の 唯 一 の 形 態

1913年 （鋳造1972年 ）

ブ ロ ンズ

エデ ィシ ョン ：3／8

H.117.0cm W.88.5cm D.42.0cm

外 彫108

Unique Forms of Continuity in Space

1913, cast in 1972

Bronze

Edition 3／8

H.117.0cm W.88.5cm D.42.0cm

渡 辺 始 興

WATANABE Shiko

1683－1755

六 歌 仙 図

江 戸 時代18世 紀

紙 本著 色

114.0×18.5cm

日書116

Six Immortal Poets

Edo period, 18th century

Color on paper

114.0×18.5cm
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新収図書

ブリヂス トン美術館

購入 寄贈 計

和書 72冊 104冊 176冊

洋書 75冊 46冊 121冊

計 147冊 150冊 297冊

（展覧会図録 ・逐次刊行物は含まない）

石橋美術館

購入 寄贈 計

和書 7冊 36冊 43冊

洋書 0冊 0冊 0冊

計 7冊 36冊 43冊

（展覧会図録 ・逐次刊行物は含まない）
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修復記録

作品 修復報告

1
エ ドガー ・ ドガ 《浴 後》

1900年 頃 、BMA、 外洋18

パステル ・紙 ／62.7×68.5cm

作品 と額縁を分離。画面左下隅の支持体の浮き上が り部

分にリネコ社製ライススターチを使用して接着 （自然乾

燥）。作品を貼 り込んだパネル側片の和紙の剥がれ部分

にリネコ社製ライススターチを使用 して接着 （自然乾

燥）。額縁内の金属枠をエタノールで洗浄。額縁低反射

ガラスを乾拭きして作品を装着。

2
ク ロ ー ド ・モ ネ 《睡蓮 》

1903年 、BMA、 外 洋22

油彩 ・カンヴァス ／81.5×100.5cm

画面 に付着した毛繊維を除去。絵具層の浮き上が り箇所

は、絵具層同士が重なっており、元の状態に戻すことが

困難であったため、浮き上が りが進行しないようにウサ

ギ膠水を注し、剥落止めを行った。絵具層の剥落箇所に

ボローニャ石膏とウサギ膠水のペース トを用いて充填整

形を施し、透明水彩絵具で補彩を行った。周囲との光沢

調整のため、補彩箇所にダンマルワニスを塗布。

3
ア ン リ ・マ テ ィス 《縞 ジ ャケ ッ ト》

1914年 、BMA、 外 洋57

油 彩 ・カ ンヴ ァス ／123.6×68.4cm

絵 具 層 の亀 裂 、 浮 き上 が り箇 所 に ウサ ギ膠 水 を 注 し、電

気 ゴテで 加 温加 圧 して 接 着 。

4
モ ー リス ・ド ・ヴ ラマ ン ク 《運 河船 》

1905－06年 、BMA、 外 洋69

油彩 ・カンヴァス ／60.2×73.0cm

絵具層の亀裂および浮 き上が り箇所にウサギ膠水 を注

し、電気ゴテで加温加圧して接着。絵具層の剥落箇所に

ボローニャ石膏とウサギ膠水のペーストを用いて充填整

形を施 し、透明水彩絵具で補彩を行った。周囲との光沢

調整のため、補彩箇所にダンマルワニスを塗布。

5
カ イム ・ス ー テ ィン 《大 きな樹 の あ る南 仏風 景 》

1924年 、BMA、 外 洋114

油彩 ・紙 ／49.8×60.6cm

作 品と額縁を分離。支持体の浮き上が り部分にリネコ社

製ライススターチを使用して、電気コテで温めながら乾

燥させて接着。額縁側の金属枠をエタノールで洗浄。額

縁低反射ガラスを乾拭きして作品を装着。

6
エ ドガ ー ・ドガ 《レオ ポ ー ル ・ル ヴ ェー ルの 肖像 》

1874年 頃、BMA、 外 洋162

油彩 ・カンヴァス ／65.0×54.0cm

絵具層の亀裂、浮き上がり箇所にウサギ膠水を注し、電

気ゴテで加温加圧 して接着。画面に付着した汚れを精製

水で画面洗浄。絵具層の剥落箇所にボローニャ石膏とウ

サギ膠水のペーストを用いて充填整形を施し、透明水彩

絵具で補彩。周囲との光沢調整のため補彩箇所にダンマ

ルワニスを塗布。
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作品 修復報告

7
坂 宗 一 《久住 （晩 秋 ）》

IMA、 日洋510

油彩 ・カンヴァス ／67.5×25cm

調査 ・写真記録、約5ヶ 月間の無酸素殺虫、作品全体の

埃除去、支持体と木枠の剥離箇所の再接着、画面および

支持体の洗浄、画面右辺上下に現れていた釘の平滑 ・充

填・補彩、処置後の写真撮影、額装の復元、報告書作成。

8
内 野 秀 美 《ひ と り》

1960年 、IMA、 日洋515

油彩 ・カンヴァス ／90.9×72.7cm

調査 ・写真記録、画面と裏面の埃除去、画面亀裂部の目

留め、木枠から支持体を分離、支持体にあいた釘穴の補

修 ・補強、仮張 り、支持体の矯正、新調 した木枠に裏面

保護用の布および支持体を張 り込み固定、木枠に撰を装

着、画面の洗浄、画面端部の剥落箇所を充填 ・整形 ・補

彩、ニスの塗布、処置後の写真撮影、額装の復元、報告

書作成。

＊修復報告欄に載せる内容は、外部修復家による報告書に基づ く。

46　 修復記録



作 品貸 出記録　 ブリヂストン美術館

「ピカソ、天才 の秘密」展

愛知県美術館 ／2016年1月3日 －2016年3月21日

1）パブロ ・ピカソ 《ブルゴーニュのマール瓶、グラス、新聞紙》 （外洋173）

「原 田直次郎展― 西洋画 は益 々奨励すべ し」

埼玉県立近代美術館 ／2016年2月11日 －2016年3月27日

神 奈川県立近代美術館 葉山 ／2016年4月8日 －2016年5月15日

岡 山県立美術館 ／2016年5月27日 －2016年7月10日

島根県立石見美術館 ／2016年7月23日 －2016年9月5日

1）原田直次郎 《画帳》 （日洋310）

「Modern Beautyフ ラ ンスの絵画 と化粧道具 、 ファッシ ョンにみ る美 の近代」展

ポーラ美術館 ／2016年3月19日 －2016年9月4日

1）コンスタンタン ・ギース 《酒場》（外洋12）

2）ラウル ・デュフィ 《ポワレの服 を着たモデルたち、1923年 の競馬場》（外洋184）

※1の 展示 は6月15日 まで

「生誕150年　 黒田清輝― 日本近代絵 画の巨 匠」 展

東京国立博物館 ／2016年3月23日－2016年5月15日

1）黒田清輝 《ブ レハの少女》（日洋8）

2）黒田清輝 《杣》 （日洋10）

「生誕130年 記 念 藤 田嗣治展― 東 と西 を結ぶ絵 画― 」

名古屋市美術館 ／2016年4月29日 －2016年7月3日

兵庫県立美術館 ／2016年7月16日 －2016年9月22日

府 中市美術館 ／2016年10月1日 －2016年12月11日

1）藤田嗣治 《巴里風景》 （日洋123）

2）藤田嗣治 《インク壺の静物》（日洋124）

「メア リー ・カサ ッ ト展」

横浜美術館 ／2016年6月25日 －2016年9月11日

1）エ ドガー ・ドガ 《踊 りの稽古場にて》 （外洋17）
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「動 き出す ！絵画　 ペ ール北 山の夢― モネ、 ゴッホ、 ピカソ らと大正 の若 き洋 画家た ち― 」展

東京ステーションギャラリー ／2016年9月17日 －2016年11月6日

1）ポール ・ゴーガン 《ポ ン＝タヴェン付近の風景》 （外洋37）

和歌山県立近代美術館 ／2016年11月19日 －2017年1月15日

1）ポール ・ゴーガン 《乾草》（外洋38）

「松 方 コレクシ ョン― 松方幸 次郎　 夢 の軌跡― 」 展

神戸市立博物館 ／2016年9月17日 －2016年11月27日

1）シャルル＝フランソワ ・ドー ビニー 《レ ・サーブル＝ドロンヌ》 （外洋10）

「日本 におけ るキュ ビスム― ピカソ ・イ ンパ ク ト」 展

鳥取県立博物館 ／2016年10月1日 －2016年11月13日

1）パブロ ・ピカソ 《茄子》 （外洋85）

「2016ふ た た び久留米 か らは じまる。九州 洋画」展

久留米市美術館 ／2016年11月19日 －2017年1月22日

1）百武兼行 《臥裸婦》 （日洋2）

2）黒田清輝 《針仕事》 （日洋7）

3）黒田清輝 《ブ レハの少女》（日洋8）

4）黒田清輝 《鉄砲百合》（日洋9）

5）藤 島武二 《天平の面影》 （日洋11）

6）藤 島武二 《チ ョチャラ》 （日洋25）

7）藤 島武二 《黒扇》 （日洋26）

8）藤 島武二 《五剣山の日の出》 （日洋49）

9）岡田三郎助 《婦人像》 （日洋60）

10）岡田三郎助 《水浴の前》（日洋63）

11）和 田英作 《読書》（日洋64）

12）和 田英作 《早春 （富士）》（日洋66）

13）吉 田博 《奔流》（日洋82）

14）青 木繁 《海の幸》（日洋95）

15）青 木繁 《わだつみのいろこの宮》 （日洋104）

16）青 木繁 《月下滞船図》（日洋105）

17）坂本繁二郎 《放牧三馬》 （日洋114）

18）遠 山五郎 《婦人読書図》 （日洋146）
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19）片多徳郎 《芙蓉》 （日洋147）

20）古賀春江 《素朴 な月夜》 （日洋161）

21）坂本繁二郎 《帽子を持てる女》 （日洋195）

22）青木繁 《大穴牟知命》（日洋197）

23）岡 田三郎助 《薔薇の少女》（日洋231）

24）高島野十郎 《筑紫観世音寺》 （日洋466）

25）佐藤敬 《作品》（日洋490）

26）児島善三郎 《立つ》 （日洋495）

27）野見山暁治 《風の便 り》 （日洋520）

28）平野遼 《朝》（日洋532）

29）松田諦晶 《コンポジション》 （日洋572）

30）豊福知徳 《透過する立像 （白）》（日彫19）

「コ レクシ ョンの始 ま り（1）青 木繁 と坂 本繁二郎」展

石橋正二郎記念館 ／2016年11月19日 －2017年3月26日

1）青木繁 《自画像》 （日洋87）

2）青木繁 《光明皇后》（日洋102）

3）坂本繁二郎 《あ らしの海》 （日洋110）

4）坂本繁二郎 《自画鏡像》（日洋113）
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作品貸出記録　石橋美術館

「没後40年　 高 島野十郎展 」

福岡県立美術館 ／2015年12月4日 －2016年1月31日

1）高島野十郎 《筑紫観世音寺》 （日洋466）

「原 田直 次郎展― 西 洋画 は益 々奨励 すべ し」

埼玉県立近代美術館 ／2016年2月11日 －2016年3月27日

神 奈川県立近代美術館 葉山 ／2016年4月8日 －2016年5月15日

岡山県立美術館 ／2016年5月27日 －2016年7月10日

島根県立石見美術館 ／2016年7月23日 －2016年9月5日

1）原田直次郎 《男の人》 （日洋305）

2）原田直次郎 《村の風景》 （日洋307）

3）原田直次郎 《風景》（日洋309）

4）原田直次郎 《外 国の男》（日洋311）

「生 誕150年　 黒 田清輝― 日本近代絵 画 の巨匠」展

東京国立博物館 ／2016年3月23日 －2016年5月15日

1）黒田清輝 《針仕事》（日洋7）

2）黒田清輝 《鉄砲百合》 （日洋9）

「生誕140年　 吉 田博 展」

千葉市美術館 ／2016年4月9日 －2016年5月22日

郡 山市立美術館 ／2016年6月4日 －2016年7月24日

1）吉田博 《奔流》 （日洋82）

2）吉田博 《ウダイプール宮殿》（日洋248）

3）吉田博 《風景 （ダージリン）》 （日洋249）

4）吉田博 《上高地》（日洋250）

「王義 之か ら空 海へ― 日中の名 筆　 漢字 とかなの競演」展

大阪市立美術館 ／2016年4月12日 －2016年5月22日

1）《高野切》（日書44）
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「物 ・語― 近代 日本の静物 画」展

福岡市美術館 ／2016年5月14日 －2016年7月3日

1）古賀春江 《素朴な月夜》 （日洋161）

2）古賀春江 《静物》（日洋302）

3）古賀春江 《ピカソ 「赤い布の上のギター」の模写》（日洋323）

4）坂本繁二郎 《柿》（日洋210）

5）坂本繁二郎 《箱》 （寄託作品）

6）坂本繁二郎 《鶏卵》（寄託作品）

「佐賀の美術教師たち―地方画壇の成立 と美術教育者」展

佐賀大学美術館 ／2016年5月20日 －2016年7月10日

1）森三美 《筑後風景》（寄託作品）

2）森三美 《河岸放牛図》（寄託作品）

「遙 か なる山　 発見 された風 景美」展

山口県立美術館 ／2016年5月26日 －2016年7月3日

松本市美術館 ／2016年7月16日 －2016年9月4日

1）坂本繁二郎 《夏野》 （寄託作品）

「レオナール ・フジ タとモ デルた ち」展

DIC川 村 記念美術館 ／2016年9月17日 －2017年1月15日

1）藤田嗣治 《婦人像》（日洋129）

「動 き出す ！絵画　 ペール北 山の夢― モ ネ、 ゴ ッホ、 ピカ ソらと大正 の若 き洋 画家た ち― 」展

和歌 山県立近代美術館 ／2016年11月19日 －2017年1月15日

下 関市立美術館 ／2017年1月28日 －2017年3月12日

1）山下新太郎 《ノラ ・ファルク嬢》 （日洋252）
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刊行物一覧

展覧会カタログ

石橋美術館　古美術の世界 （コレクション展示）

Ishibashi Museum of Art, Asian Gallery 1996－2016

出品目録

編集 ・発行 ：石橋財団石橋美術館 （2016年1月 ）

30×21cm　 二 つ折 りリーフレット

ウィー ン美術史美術 館所蔵　 風 景画 の誕 生 （特別展 ）

出品 目録

編集 ・発行 ：石橋財団石橋美術館（2016年4月 ）

30×21cm　 二 つ折 りリーフレット
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石橋美術館物語　 1956　 久留米からは じまる。 （特別展）

The Story of the Ishibashi Museum of Art: Starting from Kurume in 1956

本文 ：

石橋美術館の60年 を振 り返る ／森 山秀子 （p.6）

Looking Back on the Sixty Years of lshibashi Museum of Art／Moriyama Hideko（p.6）

カタログ ：

第1章　東西の名画を

第2章　より多 くの人に

第3章　坂本繁二郎

第4章　青木繁

第5章　古賀春江

第6章　久留米とともに

第7章　ともに楽しむ

付章

石橋美術館年表

作家解説

出 品 目 録 ／List of Works

Chapter Notes

図 版 ：カ ラ ー119図 、 資 料 図 版 ：カ ラ ー93図 、 モ ノ ク ロ39図

翻 訳 ：小 川 紀 久 子

デ ザ イ ン ：creative work natural（ 平 井 直 樹 、 加 藤 久 美 子 ）

制 作 ：石 田大 成 社

編 集 ・執 筆 ・発 行 ：石 橋 財 団 石 橋 美 術 館 （2016年7月 ）

26×19cm　 192p

石橋美術館物語　 1956　 久留米からはじまる。（特別展）

The Story of the Ishibashi Museum of Art: Starting from Kurume in 1956

出 品 目録

デ ザ イ ン ：creative work natural（ 平 井 直 樹 、 加 藤 久 美 子 ）

編 集 ・発 行 ：石 橋 財 団 石 橋 美 術 館 （2016年7月 ）

26×19cm　 三 つ 折 り リ ー フ レ ッ ト
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その他の刊行物

夏 休み こ ども ミュ ージアム

ワークシー ト

図版 （モノクロ5図 ）

デザイン ：中川た くま（ブルームー ンデザイン事務所）

編集 ・発行 ：石橋財団石橋美術館（2016年7月2日 ）

15×21cm　 6p

「館 報」64号 （2015年 度 ）

Annual Report of Bridgestone Museum of Art＆Ishibashi Museum of Art 

No.64（2015）

内容 ：

設立趣 旨、機構 ・運営

展覧会 （コレクション展示、特別展、広報活動報告）

教育普及（講座、ギャラリー トーク、ファミリープログラム、職場体験学習、

夏休み こどもプログラム、サポー トボランティア、博物館実習受

入 など）

入場者数（2015年 度）

新収蔵作品（作品11点 ）

新収図書

修復記録

作品貸出記録

刊行物一覧

石橋財団アー トリサーチセンター新築報告

研究報告　 ポール ・ゴーガンの《馬の頭部のある静物》に関するノー ト ／新畑泰秀 （pp.70－77）

クロー ド・モネの1886年 の ベリール滞在 ／賀川恭子 （pp.78－85）

白髪一雄と仏教― 《観音普陀落浄土》を中心に ／貝塚健（pp.86－95）

小学生の美術館体験― 追跡アンケー トをとお して見えて くる もの ／貝塚健、細矢芳（pp.96－108）

美術館案 内

石橋財団職員

編集 ・発行 ：石橋財団ブリヂス トン美術館、石橋財団石橋美術館 （2016年3月 ）

印刷 ：モ リモ ト印刷

26×19cm　 110p　 ISSN1341－8548
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研究報告

浄土真宗の倫理と佐伯祐三の精神

貝塚健

1． は じめ に

　 1928（ 昭 和3） 年8月16日 午 前11時 過 ぎ、フラ ン

ス、ヌイイ ・シュル ・マ ルヌのセーヌ県 ヴィル ・

エ ヴラー ル精神病院で、30歳4カ 月で亡 くなった

佐伯祐三 （1898－1928） の画家 としての人生は、

東京美術学校に入学 した時点から数えて も、10年

4カ 月に満 たない。その間 に制作 された ことが確

認 される油彩作品は、朝 日晃 （1928－2016） に よ

ると総計361点 であ る。制作時期 による区分 けで

は、渡欧前 （～1923年11月 ）32点 、 第一次滞欧時

代 （1924年1月 ～26年1月 ）169点 、下落合時代 （1926

年3月 ～27年7月 ）62点 、 第二次滞欧時代 （1927年

8月 ～28年3月 ）98点 で ある1）。存在の記録が失わ

れて しまった作品 も少な くないはずであ り、佐伯

の友人たちへ の書 簡に記 された数字 をみるともう

少 し増 えそ うではあるのだが、実踏調査や関係者

への聞 き取 り調査を含む朝 日の研究 は驚 くほど緻

密、詳細を極め、佐伯の画業を考える基準 とす る

に足る数値である。第一次 と第二次滞欧時代の作

品はあわせて267点 、 そのほとん どはパ リとその

近郊で描かれた。全油彩作品の実に74パ ーセ ン ト

を占めている。佐伯祐三はパ リの画家 といって も

よいだろう。パ リが佐伯 にとってかけがえのない

素材 を提供 したのであ る。時間が堆積 したかの よ

うな堅固な石造 りの街並み、庶民の生活が浸み込

んだ街路へ、粘 り着 くような視線 を佐伯は注 ぎ続

けた。特 にセーヌ左岸、モンパルナスに拠点 を置

いた佐伯は、13区 、14区 、15区 を中心にむさぼる

ように歩 き回って題材 を探 し出 した。

　 第一次滞欧時代のはじめ、1924（ 大 正13） 年初

夏、東京以来の交流があった東京美術学校 の先輩、

里見勝蔵 （1895－1981） に連れられて、 自作の裸

婦像 を携 えオーヴェール ・シュル ・オワーズにモ
ー リス ・ド・ヴラマンク （1876－1958） を訪ねた。

このときヴラマ ンクに 「アカデミック！」 と面罵 さ

れたのが転機 となった という、語 り尽 くされた逸

話があるのだが、1年 後にはヴラマ ンクの影響 を

早々に脱 ぎ捨て、私淑 したフィンセ ン ト・ファン・

ゴッホ （1853－1890）、モーリス ・ユ トリロ （1883

－1955） が 描いたパ リ街景を好んで描 くようにな

る。一時帰 国 した下落合時代をはさみ妻子 を連れ

て再びパ リに戻 った佐伯は、1927（ 昭 和2） 年8月

後半から驚異的な制作欲 と奔放な筆致を示 してパ

リの情景に取 り組 んでい く。肺結核の病状が重 く

な り制作で きな くなったの は翌28年3月 下旬 であ

り、およそ7カ 月間で約100点 を ものに した ことに

なる。その死 に急 いだかの ような早世 と、それ と

重 なるような熱情 的な筆致 と色彩表現は、多 くの

コ レクターや美術愛好家を魅了 して きた。その一

生 は数 々の神話に も彩 られている。

　 こうした佐伯の、密度が高 く交錯するかに見え

るパ リ主題の作品 を概観 し、卓抜な洞察 と分析 を

行 った今橋映子は、次のように指摘 している。

　その中で もパ リ市内風景 に限定 して作品群 を

眺めてい くと、改めて驚 くのは、それ らがきわ

めて限定された数種類のテーマに、見事なまで

に収斂 して しまうという事実である。仮に大雑

把 に整理 してみると、

1925年 〈街 景 〉、 〈壁 〉、 〈フ ァ サ ー ド〉 （店 の

正 面 ）、 〈広 告 〉、 〈静 物 〉

1927年 〈街 景 〉、〈壁 〉、〈フ ァサ ー ド〉、〈広 告 〉、

〈静 物 〉、 〈レス トラ ン〉

1928年 〈街 景 〉、〈レス トラ ン〉、〈扉 〉、〈工 場 〉

　これ に、数少ない人物像や、 オー ヴェール ・

シュル ・オワーズあるいはモ ランなどの郊外 シ

リーズを加 えれば、佐伯 のフランス滞在の作品

のほとんどをカヴァーすることになる。そ して

視界を再びパ リ市内作品に限定するならば、私

たちはこれらのテーマ群 を関連 させ る二つの重

要な要素―― 「壁」 と 「文字」に気づ くことに

なろう。2）

　今橋のいう 「壁」と 「文字」が、佐伯 の第一次

と第二次の滞欧時代を通 じて、 もっとも重要なテ

ーマであることは、まさしく首肯で きる。今橋 に

よる交通整理は、われわれに歩 きやすい道筋 をつ

くって くれている。

　 ここで稿者 も、2つ のパ リ時代 を通底 して佐伯

が固執 した主題を一つだけ指摘 してお きたい。キ

リス ト教の聖堂である。パ リ有数の観光地で もあ

るノー トル ・ダムやサクレ ・クール寺院 もほんの

わずかだが描いている。だがむ しろ佐伯はよ り小

さな聖堂に強い関心を示 した。訪れる先 々で聖堂

を描いているのだ。第一 次滞 仏時代 には、8カ 月

住んだパ リ郊外、クラマールの教会 、ゴッホの故

地 を訪 ねた ときのオー ヴェール ・シュル ・オ ワ
ゆうしょう

ー ズ の 教 会 、 オ ニ ー の 教 会 、 兄 ・祐 正 （1896－
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1945） と訪 れ た マ ン ト ・ラ ・ジ ョ リの ノ ー トル ・

ダ ム 。 第 二 次 滞 仏 時 代 に は 、 パ リ市 内 の サ ン ・ジ

ャ ッ ク教 会 、 サ ン ・タ ン ヌ 教 会 、 サ ン ・メ ダー ル
りょうかい

教会、1928年2月 に大橋了介 （1895－1943）、 横手

貞美 （1899－1931）、 荻須高徳 （1901－1986）、 山

口長男 （1902－1983） と訪れたヴィリエ ・シュル ・

モ ランの教会。 ヴィリエ ・シュル ・モランでは、

制作 された作品のほぼ半数が この教会 だった。正

面か ら、あるいは背後か ら、 また側面か ら、そ し

て市街風景の点景 として も、 さまざまなかたちで

聖堂を佐伯 は取 り上げた。なぜ聖堂に関心 を示 し

たのだろうか。一つの仮説だが、それは生家の浄

土真宗寺院で育んだ宗教 的感情があったことの証

左 だと考えてみたい。

　本稿 は、佐伯祐三の制作のなかに浄土真宗の倫

理が横たわっていたことを考察す るものである。

佐伯 はパ リ人の生活が浸み込んだ街路 を歩 き回 り、

ルーヴル美術館に もしば しば訪れた。フランス人

が積み重ねた過去 と現在 を心身全体で受け止めて、

自身の絵画表現 を生 みだしている。だが、そう し

た フラ ンスの要素 を切 り分けていった根底 には、

パ リの街景画 においてさえ、 こうした仏教的な心

情が彼の制作 を支えてきた とい うことを掘 り出 し

てみたい。

2． 父 ・祐 哲 と 兄 ・祐 正

　佐伯の客死か ら28年 経 ったとき、未亡人 ・米子

（1897－1972） は唐突 にこんな述懐で始 まる文章

を発表 している。

　近 ごろになって、佐伯祐三の作品は亡 き父に

献 げるとい う気 もちだったということが、はっ

きり感 じられ るようになりました。

　ふだん佐伯は口かずの少ない人で したが、折

にふれて話 した言葉の数 々に、そ うした心が溢

れていたの を思い出 します し、私 も感 じるので

ございます。 ［……］

　その父が病気の折に、大阪のある場所の風景

を描いてきて見せ るように申しましたのに、と

うとう出来 ない うちに父が亡 くな りました。父

の頼みを果たせなかった後悔 と悲 しみは、短か

い一生の、秀丸の心の鞭であったようで した。3）

　幼名 を秀丸 とい う祐三の父 ・佐伯祐哲 （1862－
ふささきさん

1920） は、房崎 山光徳寺 の第14世 住職である。光

徳寺 は、1580（ 天 正8） 年、本願寺十一世 ・顕 如
ゆうさい

の直弟子 ・佐伯祐西 （俗名 ・源助）が建立した浄

土真宗本願寺派の古刹で、祐三が生まれたころ

の住所 は大 阪府西成郡中津村大字光立寺六番屋

敷 （現在 の大 阪市北 区中津2丁 目5番4号 ）で ある

（fig.1）。大阪市営地下鉄 ・中津駅の北、徒歩5分 の

ところに今 もある。本尊は阿弥陀如来である。当

時は、本堂、太鼓楼、庫裏、土蔵を備え、2,100坪

の敷地を有する立派な寺 院だった。祐哲は、四條

畷砂村の光圓寺住職 ・浅見鳳雲 （1825－1891） の

次男で、縁続 きの佐伯家に迎えられ光徳寺 を継い

だ。祐哲の兄 ・浅見慈雲が光圓寺を継 ぐ。その長

男 ・憲男 （1893－1919） は祐正 と祐三にとって年

長の従兄弟にあた り、絵が好 きで水彩画な どを描

き、光徳寺 によく出入 りして二人に多大な影響 を

与えた と伝えられる。祐哲は四男三女 （文榮、春榮、

正榮、祐正、祐三、祐明、祐光） に恵まれた。祐

三はその第5子 、次男である。

　 ちなみに熊田司が、大阪新美術館建設準備室 に

保管 されてい る、祐三の三姉 ・土 田喜久榮 （正榮

か ら改名）の1970年 頃に録音 されたイ ンタビュー

のなかで、祐三を 「ゆうざん」 と発音 しているこ

とを報告 している4）。祐三の俗名あるいは画家名は、

画面 に 「UZO」 とサ インしているように、い うま

でもな く 「ゆうぞう」であるが、親族のあいだで

は法名 として も違和感のない響 きの呼 び名だ った

ようだ。第3子 でも三男で もない祐三の 「三」 は、

祐哲な りの意味づけがあったように想像される。

　祐哲の人 とな りは、阪本勝 （1899－1975） が記

しているところを見てみよう。阪本は府立北野中

学 （現・大阪府立北野高校）時代の祐三の同級生で、

教室以外に淀川や光徳寺で ともに遊んだ間柄 であ

る。東京帝国大学経済学部を卒業後、大阪毎 日新

聞記者 などを務め、水平社運動 との関わ りか ら衆

議院議員 とな り、第二 次大戦後、尼崎市長、兵庫

県知事、兵庫県立近代美術館初代館長 を歴任 した。

fig.1　 光 徳寺 本 堂 。
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文人政治家として知られ、全集に 『阪本勝著作集』

全5巻がある。大阪と東京で交わった佐伯につい

て語った文章も多い。

　その畑のまんなかにあったお寺の住職祐哲は、

前出の写真で見 られるように、毅然たる風貌を

そなえたりっぱな僧侶であった。今 なお健在の

娘二人が口をそろえていうところによると、な

にはともあれ、教化に熱心で布教活動に全力を

そそいだ人であった。 このことを私 に語る二人

の娘の顔色はいきいきとかがや き、父 にたいす

る尊敬の真情があふれ出る。ああ尊いことだと

私はいつ も思 う。よほ ど信心堅固で衆望のあつ

かった僧侶だったことは、 こまかい説明 をきか

な くても、私には直覚で きる。

　祐哲は浄土真宗本願寺派の直属布教使 として

全国を巡回布教 した。すなわち本願寺大阪津村

別院、和歌山鷺森別院、富山別院、築地別院 （東

京築地本願寺）、北海道函館別院に特 別派遣せ

られ、各地で熱心に布教伝道に努めたのであっ

た。米子の実家の池田家 も檀家だったが、ここ

へ もたびたび足をはこんで説教 した。米子の実

家が祐哲の尊崇者であったことは深い因縁 とい

わなければならない。

　祐哲の写真 をじっと見つめていると、 目のあ

た りに祐三を しのばせ るものがあ り、 どことな

く性情 の類似 を思わせ る。前出の写真は祐三の

二人の姉が苦心のすえ探 しだ して くれた もので、

まことにあ りがたい影像 なのである。なに しろ

寺 は戦災で全焼 して しまったので、寺財の多 く

を失 ったが、さいわい古記録の一部や この写真

などが残ったのである。

　父は祐三 を熱愛 し 「秀丸秀丸」 といって可愛

がった。秀丸のことなら、なんで もきいてやる、

とよく秀丸の姉や兄たちに言った ものだそうだ。

三人の息子のなかでも、と りわけ次男の秀丸 を

愛す る何 ものかがあったのであろうか。寺 の周

辺に三軒か四軒の借家があって、祐哲 はこれを

祐三に与えると約束 した。その家賃収入で祐三

はともか くたべてゆけると考えたのである。そ

れほど秀丸のことを思っていた。
5）

　祐哲が自坊を不在にしてまで、全国を飛び回っ

て布教に熱心だったことに注目したい。浄土真宗

の教義を広めるための活動は、外に向けてだけで

はなく、家庭内においても篤いものがあったのは

間違いない。周知のように、佐伯はほとんど文章

を書き残さなかった。父から何を受け継いだのか

を画家自身から言葉で教えてくれる情報はなにも

ない。本稿では、これか らじっ くりと佐伯の なか

に浄土真宗の精神 がどの ように浸み込んでいたか

を探ってみたい。

　 祐哲 は、1920（ 大 正9） 年9月1日 、58歳 で 遷 化

した。光徳寺 を継 いだのは24歳 の長男 ・祐正であ

る。祐正は平安中学 （現 ・龍谷大学付属平安高校）

を卒業 し、当時は佛教大学 （現 ・龍谷大学） に在

学 中だ った。翌21年5月21日 、 祐正 は光徳寺 善隣
がくろうえん

館 を創立 した。光徳寺境内に洋館の楽浪園 を建設

し、音楽会 などの活動 を開始 する （fig.2）。 の ち

仏教セツルメン ト （隣保事業） としてさかんに活

動する善隣館のこの創立 日は、宗祖 ・親鸞 （1173

－1262） の 降誕 日にあ たる。22年3月 、祐正 は佛

教大学本科社会学科専 攻科 を卒業 する と、5月 に

大阪市立市民会館の職員 と して採用 され、10カ 月

間、館長志賀志那 人 （1892－1938） の もとで実地

にセ ツル メン ト活動 を学んだ。25年6月 、祐正 は

欧米のセツルメン ト視察のために渡仏。7月 にパ

リに到着 し、翌年1月 にローマで別れ るまで第一

次滞欧時代の祐三一家 と生活 をともにし （fig.3）、

ロン ドンの代表的なセツルメン トである トインビ

ーホールを視察 した。帰路はアメリカ周 りで、 シ

カゴのハルハ ウス にも立 ち寄 っている。3月 に帰

国後、 自由主義的なイギリス方式が最適だ とい う

結論に立ち、光徳寺善隣館の活動 を本格化 させて

いった。

　祐正は単なる仏教僧 の枠に収 まらない破格の行

動力をもつ人物 だった。仏教寺院の今 日的な存在

意義を徹底的に考 え抜 き、地域 に根 ざ した活動 を

次 々に実践 してい く。従来の仏教寺院が閉鎖的で

あるとい う批判 をもち、門信徒のためだけではな

く、現実の地域社会のために、 さまざまな観点か

ら生活向上 を目的 として光徳寺 を機能 させること

をめざした。寺院は住職の私物ではな く社会の も

fig.2

光 徳寺 善隣館楽浪園の内部。 壁に佐伯祐三の《アネモ ネ》《滞

船》 がかかっている。
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のだ と考え、開放 し、人格的交流 を通 じて市民の

文化的生活に資するようにい くつ もの活動を展開

してい く。菊地正治は祐正の仏教観 とセ ツルメン

ト思想について、次のように紹介 している。

　社会事業の真髄 としてのセツルメン トと寺院

の関係については、佐伯は以下の点 をもって仏

教の現代化 として寺院のセ ツルメ ン ト化を主張

す る。その一つ として、寺院は元来セ ツルメン

トとして建立 され、その活動 には多 くの共通点

があ り、寺院建立の趣 旨に従って任務 を真面 目

に遂行すれば、自然 とそれがセツルメン ト活動

にな り、理想的な寺院 となる。二つには、寺院

は住職、寺族、檀徒 という人的組織 と土地 ・建

物 などの物的条件に恵まれてお り、セツルメン

トを始めるのに有効である。三つに、寺院は一

般社会に開放 されることが当然であ り、その方

策 としてセツルメン トが最適であること、など

を指摘 している。
6）

　祐正は具体的に、善隣館で 「婦人会」「土曜学校」

「図書館」「幼稚部」「託児部」「母の会」「夜間裁縫

部」「映画会」などを次々に立 ち上げ、1932（昭和7）

年 には佐伯家私有地だった周囲の借家数軒を取 り

壊 して 「社会館」 を設け、39年 にはさらに借家を

壊 して 「母子寮」 を建 て12組 の母子を入居 させて

いる。光徳寺善隣館は、仏教セツルメン ト史のな

かでマハヤナ学 園などとならび、先駆的な存在 と

して高 く評価 されている。

　 1945（ 昭和20） 年6月1日 、空襲 により光徳寺 と

善隣館は焼け落ちた。 この とき負 った重傷が もと

で、3カ 月後の9月15日 、祐正 は49歳 で遷化す る。

祐正 の遺志 は未亡人・千代子 （1904－1989）、長男 ・

祐元 （1932－1981） に よって引 き継がれた。1961（昭

和36） 年 、社会福祉法人光徳寺善隣館中津学園が

開設 され、障害児 ・障害者福祉施設 と して現在に

至っている。

　 祐正のこうした社会事業への没入は、必然的に、

キ リス ト者 と社会主義者 との交流 をもた らす こと

になった。思想的に染まることはまった くなか っ

たのだが、興味深 い関係 をい くつ も築いている。

大阪市立市民会館で祐正 を指導 した志賀志那人は

大阪の社会事業史を語る上で欠かせない重要人物

で、クリスチ ャンだった。その葬儀 を、なぜか祐

正が仏式で執 り行 っている。第二次大戦後に日本

共産党中央委員や衆議院議員 を務めることになる

川上 貫一 （1888－1968） が 、1933（ 昭 和8） 年 に

治安維持法違反で検挙され翌年釈放 された後、祐

正は川上を光徳寺 に住 まわせた。検挙 中も再検挙

後 もたびたび面会 に出かけたようだ。当時の社会

状況を考えれば、たいへん危険で無謀 な振 る舞い

だったことはい うまで もない。川上は 「とにか く

文字通 りの自由人で、あけっぱな しの朗 らかな坊

さんだった」7）と評 している。無口な沈思黙考型の

祐三 と対照的に、2歳 年上の祐正はユーモアに溢

れ明朗 闊達な人柄 だったという。 だか らこそ二人

は馬が合ったのかも知れない。

　祐哲の寂後、東京 とパ リでの祐三の生活を支 え

たのは祐正 だった。1カ 月分の生 活費にあた る金

額の人形をパ リで即座 に衝動買いするなどの浪費

癖を もつ祐三の生活は、豊かな支援がなければ維

持で きなかった。祐正の遺族は以下のように伝 え

聞いている。

司会 （河﨑 洋光）　 子供 もいたんです ね、いろ

んな施設があった ときは。

齋藤徳子 （祐正の次女）　 母子寮もあった しね。

託児所 の前にセ ツラーの部屋が六つ ほどあって、

そこに川上貫一 さんとかいろいろな方が、い ら

したみたいで。それだけの一年分の費用 と、祐

三お じさんへ送 った費用とが、同 じやったとい

う話 。

司会　全部、光徳寺から。すごい費用ですね。
8）

　祐三は、父 ・祐哲、兄 ・祐正に深 く愛された。

その思想的な感化 も小 さくなかったと思われる。

前述のように、祐三はほとんど文章 を残 さなかっ

た。生前に発表された著述は、下落合時代、『みつ ゑ』

1926年7月 号 に載った 「巴里 の生活」 とい うご く

短い ものだけである。稿者を喜ばせて くれるよう

な明快 な言葉 は語 って くれない。没後に公刊 され

た ものも友 人への書簡のみだ。なにを どの ように

fig.3

1926年 夏 頃、リュ・デ ュ・シャ トーの ア トリエ。左か ら米子 、

彌智子 （祐三 と米子 の長女）、祐正 、祐三。 イーゼルにかか

る作品 は現存 しない。
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祐三が考えていたのか、信仰のあ りさまが どのよ

うな ものだったのか、周囲の証言 をた ぐりなが ら、

この画家の内実に迫ってみたい。

3． 佐伯祐三 と称名念仏

　横光利一 （1898－1947） は、「祐三氏 は死ぬ 瞬

間に南無阿弥陀仏南無阿弥陀仏と云つたさうだ。」
9）

と書いている。佐伯の最期 にはだれ も立ち会 うこ

とができず、これは誤謬の伝聞で しかない。興味

深 いのは、こ うした神話が佐伯の没後8年 目に存

在 していた という事実である。

　 佐伯が称名念仏を唱えていたことは、複数の友

人たちが証言 している。た とえば、川端画学校そ

して東京美術学校 を通 じて交友 し、1928（ 昭和3）

年6月4日 にパ リに到着 して、佐伯の最晩年に立 ち

会った山田新一 （1899－1991） は、ある座談会で

こんなふ うに思い出を語 っている。山田は、佐伯

が ヴィル ・エ ヴラール精神病院で亡 くなる2日 前

の8月14日 に見舞 った最後の面会者であ り、その

晩年の1980（ 昭 和55） 年 、佐伯の評伝 『素顔の佐

伯祐三」 を著 している。

山田新一　いま信仰の話が出ましたけれど、佐

伯 は死の前後 とい うものは、念仏 を唱えること

だけで した。おとうさんからいただいた護符 を

胸 に当てて、ぼ くと話 をしているか と思 うと、

夜 中に突然、ナンマンダブ、ナ ンマ ンダブとやる。

今小路覚瑞　そうで したか？

山田　念仏 ばっか りで した。
10）

　 「護符」 とい うのは、「南無阿弥陀仏」 と墨書 さ

れた小 さな布 のことである。佐伯が肌身離 さず身

につけていた もの らしく、友人たちにしば しば 目

撃 されてい る。 こんな挿話が語 り継が れて、横

光の記述 を生 んでいったのだろう。米子の実家、

池 田家 も浄土真宗の熱心 な檀徒 であ り、二人 は

1920（ 大 正9） 年11月 に東京の築地本願寺で挙式

した。佐伯が称名念仏を していたとすれば、米子

もともにしていたことだろう。朝 日晃は、戦火 を

逃れて佐伯家 に残 るアルバムのなかか ら、佐伯の

第一 次滞欧時代の、パ リ、 リュ・デュ・シャ トーの

ア トリエにあった仮の仏壇の写真を見出 している

（fig.4）。二人はこんな一隅で称名念仏を 日課に し

ていたと想像される。

　「南無阿弥陀仏」 と唱 える称名念仏は、日本仏

教がた どり着 いた一つの極北であ る。「南無阿弥

陀仏」 と唱えるだけで善人 も悪人 も、だれでもが

救われるとい う、これ以上簡潔にすることがで き

ないほど研 ぎ澄 まされた教 えだ。浄土真宗の根本

経典 は 『浄土三部経』、 と くにその なかの 『無量

寿経』である。 このなかで、法蔵比丘 （法蔵菩薩）

は四十八の誓願 を立てる。魏訳では、すべて 「た

とい、われ仏 となるをえん とき （設我得仏）」で

始 まり、「正覚 をとらじ （不取正覚）」で終わる。

た とえ悟 りを開こうという瞬間にいたって も、 こ

の ような願いが叶 わなければ、けっ して仏にはな

らない （正覚 をとらない）、 とい う48の 誓いであ

る。浄土門では、そのうちの第十八願に注 目した。

「た とい、われ仏 となるをえん とき、十万の衆生、
しんぎょう

至心 に、信楽 して、わが国 （浄土のこ と）に生 ま

れん と欲 して、乃至十念せん。 もし、生 まれず ん

ば、正覚 をとらじ」11）。 もし、人 々が浄土 に生まれ

変わろうと心か ら祈ってもそれが成就 されないの

ならば、 自分 はけっして仏 （如来）にはな らない、

と誓っている。 しか し法蔵菩薩は、すでに十劫の

はるか過去に成仏 し、阿弥陀仏 （無量寿仏）とな

って西方浄土 にいる。弥陀の誓願は、 この世のあ

らゆる信仰者 を救 うべ く永遠 に世界 をあ まね く満

た しているという。法然 （1133－1212） は この第

十八願を念 仏往生の願 とし、「本願中の王」 と呼

fig.4

1926年 頃 、 リ ュ ・デ ュ ・シ ャ トー の ア トリエ に あ っ た

仏壇 。
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んだ。阿弥陀仏に帰依 しその名号 を唱 えれば、だ

れで も極楽往生できる とい う浄土門の教 えは、鎌

倉時代、貴賤 の上下を問わずひろ く人々の心 をと

らえた。後述の 『歎異抄』 は、「弥陀の本願には、

老少善悪のひとをえらばれず、たゞ 信心 を要 とす

としるべ し」12）、 また 「他力真実のむねをあかせる

もろもろの聖教は、本願 を信 じ念仏をまうさば仏

になる、そのほか、なにの学問かは往生 の要なる

べ きや」13）という。

　 法然に師事 した親鸞 は、の ちに浄土真宗の開祖

とされるが、彼 自身は一つの宗派を建てた とは考

えていなかった。あ くまで も法然 の教えを受け継

ぐもの という立場 を貫 いた。その思想は主著 『教

行信証』 で知 られるが、近代 において親鸞が再

評価 され るきっかけになったの は、直弟子の唯

円 （1222－1289） が師の遷化か ら約30年 後に著 し

た と推定 されている 『歎異抄』 である。教義に異

説が現れ乱れたことを歎 き、親鸞か ら直接に伝 え

聞いた生の言葉 を書 き記 した とす るこの書物 は、

200年 後 の室 町末期、蓮如 （1415－1499） に よっ

て見 出され書写 された。それが教団の枠 を超 えて

社会 に普及 するのは明治以 後の ことであ る。清
まん し ちかずみ

沢 満 之 （1863－1903） や 近 角 常 観 （1870－1941） 、
あけがらすはや

暁烏敏 （1877－1954） らによっていわば再発見、

再評価 された。浄土真宗門徒 あるいは仏教徒以外

にも広 く読 まれるようにな り、仏教の教養化が始

まったのである。

　大正期 の親鸞 ブーム を決定的に したのが、『歎

異抄』 を素材に して親鸞、唯 円らを主人公にした

戯曲、倉田百三 （1891－1943） の 『出家とその弟子』

である。1916（ 大 正5）年11月 、同人雑誌 『生命の川』

に初 回分が掲載 され、翌17年6月 に単行本 として

岩波書店か ら刊行 された。キリス ト教の影響 も色

濃い倉田の親鸞像は、崇高で近づ きがたい高僧と

いうより、いかにも人間臭 く、 自らの弱さや苦悩

を隠そ うとは しない。出版後ただちにベ ス トセラ

ー となり、夏 目漱石の 『こゝ ろ』（1914年刊 行）と

な らんで創業 まもない同社の発展 を支えた。ほと

ん ど読書に興味 を示 さなかった といわれる佐伯の

評伝のなかで、ほぼ唯一言及 される書籍が この 『出

家 とその弟子』である。祐正 と佛教大学時代の同

級生で、浄土真宗本願寺派の僧侶、 また国文学研

究者 となった今小路覚瑞 （1898－1977） は 次のよ

うに語っている。

今小路覚瑞　ちょうど佐伯君の学生時代に出た

のが倉田百三の 『出家とその弟子』なんです。

祐正がぼくに 「これ読め」といって渡 したのが

その初版本なんです。祐正君も私もそれにとり

つかれて、いわゆるア ンチ本願寺の立場 に立っ

て お っ た 。
14）

　 この戯曲作品にまず祐正が とびついた。浄土真

宗の原点である親鸞に立 ち帰って現代仏教のあ り

方 を、祐正は導 き出そうとしていたのだろう。友

人に勧めると同様、祐三 にも勧めた。画家をめざ

した祐三の上京は1917（ 大 正6） 年9月 である。そ

う した重要な転機の前後に、同書 は祐三の愛読書

となった。米子 との恋愛 も重ね合わせ たのではな

いかと想像される。

　 倉田の思想には、前述のようにキ リス ト教 の影

響が見 える。ここであらためて確認 してお きたい

のは、従来か ら、浄土真宗 とキ リス ト教にい くつ

かの類似点があると指摘 されて きたことである。

まず第一に、浄土真宗の阿弥陀仏とキ リス ト教の

神エ ホバが ともに超越的 な存在 である ことであ

る。いいかえれば、浄土真宗に一神教的な側面が

存在す るといって もよい。人類の救済者であるエ

ホバ と大慈悲 をもって衆生 を救済する阿弥陀仏の

実在は、それぞれの信仰者 にとって疑 うことはで

きない。第二に、キ リス ト教ですべての人間は原

罪 をもって生 まれて きたとされるように、浄土真

宗 もすべての人間は 「悪人」であると見 なしてい

ることである。『歎異抄』の著名 な一節、「善人な

をもて往生 をとぐ、いはんや悪人をや」 とは、救

われるべ き人間は本来 だれでもが罪 を抱 えた悪人

である、 と読み変えることがで きるだろう。第三

に、人間を救済する要件は、キ リス ト教では神の

愛、浄土真宗では阿弥陀仏の慈悲 とい う絶対 的な

もので、その確認 こそがそれぞれの信仰 になって

いることであ る。それぞれ、祈 りや称名念仏がそ

の具体的な現れである。第四に、信仰による救済

がすでに成就、完成 されているということである。

キリス ト教ではイエスが十字架の受難 と犠牲によ

って人間の贖 罪が完遂 されている。浄土真宗では、

法蔵菩 薩が永劫 の思惟 と修行に よって阿弥陀仏

になったと同時に、人間の救いは完成 されている。

もちろんさまざまな相違点があるのだが、浄土真

宗 は数ある日本の宗派のなかで もっともキリス ト

教 と親和性が高いといって よいだろう。これは本

稿の流れでいえば、祐正のキリス ト者 との融通無

碍で親密な交流や、祐三のキリス ト教聖堂への強

い選好が思い起こされる。友 人の山田新一 もクリ

スチ ャンだった。

　では、佐伯がこうした浄土真宗の倫理 をどのよ

うに前景化させていたのだろ うか。どの ように罪

と救済、信仰 を考 えていたのだろうか。山田は、

1973（ 昭和48） 年 の座談会で興味深い記憶 を物語
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っ て い る 。

山田新一　そう して最後には、さっ きもお話 し

たように、毎 日毎晩の ようにナ ンマ ンダブ、ナ

ンマ ンダブと、自分の胸に護符を当てて……。

竹中郁 　護符て、 どんなものですか ？。

山田 　きれです。苦 しくなる と、いつ もそれを

胸 に当てて、ナンマンダブ、ナンマ ンダブ……。

その ことは私、まだまだひとさまにはお話 しで

きないけれども、佐伯には、 自分は救 われない

とい う気持 ちが非常 にあったのです。死んで天

国へい くのか、極楽にい くのか といったら、「お

れはだめだ」―― そうい う考 え方が、執拗に、

彼の死生 の床をさまよってま したね。そ こで彼

がなににたよろうとしたかとい うと、ナムア ミ

ダブツなんです。彼の死を見取った一人の友人

として、この点、ある意味では悲惨だった とい

えるで しょう。ある意味では彼ほど清純な ピュ

ー リタンもまずめず らしいん じゃないか。

竹中　 自然ですわね。仏門に生まれてね。
15）

　奥歯 にものが挟まったように 「まだ まだひとさ

まにはお話 しで きないけれ ども」 と語る逸話につ

いて、山田はこの7年 後に次のように明 らかにする。

評伝 『素顔の佐伯祐三』の一節である。死ぬ前 に

ぜ ひ語 り残 してお きたかったかの ように、81歳 の

山田は熱 く文章 を綴っている。

　 ある夜 、もう真夜 中であったが、僕と椎名氏

とが、例 の森の首吊 り事件か ら戻 されて、いず

れは病院に運ばれる 日の近か った佐伯の病室を

そおっと覗 くと、佐伯は小児の ように眠 るがご

とく眠 らざるがごとくしていた両眼 を、パ ッチ

リ開け て、手振 り身振 りで 自分 の寝 台近 くに

我々を呼び寄せた。その席には、特に夫人を入

らせた くない ようなので、何事かと思っている

と、立派な高僧であった佐伯の父、祐哲師か ら

形見と して与 えられた 「南無阿弥陀仏」の布の

護符 を両手で胸に当て、

　 「自分 はこの生涯 において、非常 に恥 しい、

悪い事 をした。そのことをどうして も懺悔 して

この世 を去 りたい。この ことを告 白で きるのは、

あなた方二人 しかいないのだ」

と眼に涙を湛 えて話 し始めた。

　佐伯の言 ったこの世 における、間違った事 と

は、椎名氏 も先 に引用 した他の部分で少 しだけ、

あ まり具体的でな く、単に 「彼はある女 との関

係を気にかけていた らしかった」と書いていた
一つの恋愛であった

。彼は実 に気が違った者 と

は思えない ぐらいの整然たる口調で、そ して心

の底か ら、この世に遺 してい く懺悔 の心 をこめ

て、我 々二人に しみ じみと告 白するのであった。

　それは、彼が二年 と三 ヶ月程滞在 した第一次

渡欧か ら、大正十五年 （1926） 三 月、日本に帰

ったのち、同年九月の第十三回二科展 に十九点

余の作品を出品 し、輝か しい二科賞を受けて、

特別陳列 を許され、当時の画壇 と しては珍 しく、

突如 として佐伯の盛 名があがった時の、或る女

性 との ことなのである。僕は今 日も尚、存命で

あ り、立派な主婦 として幾多の子女を育てあげ

たこの女性の人とな りを知 っているだけに、こ

こに詳 しく記すことを憚 るのである。

　僕はこの懺悔 を初めて聞 き、その意外なこと

に愕いたが、佐伯 もや は り神様ではな く一人の

人間であ り、その上、疾風怒濤の情熱 に動か さ

れていた状況下 にあったことを、感銘 して聞 い

たのであった。彼は、亡 き父親の形見の護符 を

胸に当て、懺悔のあいだ幾度か嗚咽 し、涙を流 し、

護符 を両手にしっか りと持 ち、幾度 も幾度 も

　「南無阿弥陀仏、南無阿弥陀仏」

と唱えていた。

　佐伯の真実は、そ して彼の此世にお ける最 も

感動的な瞬間は、この時であった と思 う。16）

　 1928（ 昭和3） 年6月4日 、山田 は念願のパ リに

到着する。その ときまで佐伯が病床 にあることを

山田は知 らなかった。すでに肺結核の症状が進行

していたほかに、精神に異状 をきた していた佐伯

を心配 し、友 人たちが代 わる代 わる看病のため

に リュ・デュ ・ヴァンブのアパー トへ泊 まり込ん

でいた。6月20日 未 明、佐伯 は一 人密か に抜け出

し、第一次滞欧時代 に住んだパ リ郊外クラマー ル

の森に行 き、縊死を図った。その夜、警察に発見

され、米子 らが連れ帰る。迎えに行ったとき佐伯

は、警察の一室で壜 に水 をもらい胡座 をかいて一

心 に拝 んでいたという。この事件 を機 に米子 も佐

伯 を入院させ ることに同意 した。椎名其二 （1887
－1962） が 入院先探 しに奔走 し、セーヌ県 ヴィル・

エ ヴラール精神病 院に佐伯が入 るのが6月23日 で

ある。だか ら、上記 の懺悔 は、6月21日 か22日 の

夜のことだったに違いない。

　山田の記述 に登場する 「椎 名氏」は椎名其二 の

ことである。椎 名は 「フランス文化研究者」 とい

う肩書 きで説明 され るこ とが多いが、形容に困る

不思議 な人生 を送った人物だった。 ミズー リ州立

大学を卒業 したのち同地で新聞記者 となるが、農

業 を学 びにフランスに渡 り、その後の人生のほ と

んどをフラ ンスで過 ごした。アナーキス トと交 わ
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り、大杉栄 （1885－1923） とともにジャン・ア ンリ・

ファーブル （1823－1915） の 『昆虫記』を訳出する。

短い一時帰国期 間に早稲田大学講師 をしていた椎

名は、1923（ 大 正12） 年 、最初 の渡仏 を前 に した

佐伯 にフランス語 を教えている。その後、27年 に

椎名 は再渡仏 した。佐伯 との交流の詳細はよ く分

か らないが、フランスの事情 に長けて判断が的確

な椎名の存在は、佐伯夫妻にとって精神的に大 き

な支 えだった ことは相違 ない。ちなみに、1928年

2月 に佐伯 とと もに ヴィリエ ・シュル ・モラ ンを

訪 れた横手貞美が、3年 後に31歳 で 、スイス国境

近 くのサナ トリウムで同 じく肺結核でな くなった

とき、これを看取 ったの も椎名だった。戦後のパ

リでは製本で生計 を立て、森有正 （1911－1976）、

野見山暁治 （1920－　 ） とも交流 している。

　 朝 日晃が上記の病院で探 し出 した佐伯の複数の

診断書 には、 自責、 自殺観 念、 自己非難 の念 な

どがあると記載 されている17）。抑 うつ状態 にあ り、

その心 因は一つではないだろうが、山田の書 きっ

ぷ りか らは、佐伯の明 らかにされていない恋愛事

件が大 きく影 を落と していた ことをうかがわせ る。

入院する前 に、米子に知 られぬように して山田と

椎名に過ちを告白、懺悔で きたことは、佐伯 にと

って僥倖だったはずである。佐伯 は、救済 を求め

て 「南無阿弥陀仏」 と称名念仏を繰 り返 した。山

田は 「最 も感動的な瞬間」 と52年 後に述べている。

佐伯の魂の もっとも純粋 な姿 を眼 にしたか らなの

だろう。

　 芹 澤光 治良 （1896－1993） が 、1925（ 大 正14）

年6月 、 ソルボ ンヌ大学 で経済学 を学ぶために新

婚 の妻 と乗 った白山丸に、たまた ま、セ ツルメン

ト視察のために渡欧す る祐正が同船 していた。祐

正 を迎えにパ リからやって きた祐三 と、芹澤 はマ

ルセイユの港で初めて対面す る。「佐伯君はお兄

さんとちがつて無口だった。宗教家の ような感が

した」18）と第二 次大戦後 に記 している。ほん とう

の宗教家よ りもその弟の画家のほ うが宗教家に見

えた というのは面 白い。芹澤は 「フランスに行つ

たら日本人 と交際するな」 と厳 しく戒め られてい

たのだが、例外的に、気が合った祐三の リュ・デュ・

シャ トーのア トリエ をたびたび訪 れた。「初 めて

佐伯君の絵 を見た ときはびつ くりした。風景画だ

が宗教画だ と思つた」 とい う。残念 なが ら、芹澤

がなぜ 「宗教画」だと感 じたのかは説明 しては く

れない。少な くとも、佐伯の信仰心 を画面やア ト

リエの佇 まいか ら体感 したからだろう。それほど

までに佐伯 の称名念仏は、作品のなかに浸み込ん

でいたのだと考 えたい。

　初期の佐伯は仏画を描いた ことがあった。米子

はこんな思 い出 を語 っている。第一次滞欧前、あ

るいはもしか したら結婚前のことだったのか も知

れない。

　 私は女学館 の一年生の時か ら、 日本画の川合

玉堂先生におつ きしてお りましたのに、ちっと

も絵が 出来ないので、それを教 えるつ もりだっ

たと思 います。ある日のこと、日本画の毛筆で

画仙紙 に仏像 を描いたことがあ りました。 日本

画の顔料で さらさらと、こともなげに描いて私

にみせ た、その色彩の非凡 さと筆の美 しさを今

も忘れることが出来 ません。あの絵が残ってい

た らと、惜 しまれてな りません。
19）

　また朝 日晃 は、写真 資料のなかから、油彩の 「仏

画の下絵」を見つけ出 し紹介 している。

またこの頃 ［1922年 頃］、佐伯が珍 しく油絵で

制作 した小 さな作 品に、仏画の下絵や、エ ル ・

グレコ （1541－1614） の模写があった。仏画の

下絵はF二 〇号 で、 自由奔放 に吉祥天 らしい仏

像を二体向かいあわせた ものだった。
20）

（fig.5）

　仏門育ちの佐伯が、この ような伝統的な仏教絵

画に も親 しんでいても不思議はない。ではこうし

た仏教体験が、後期のパ リ風景 を描いた油彩画の

なかに、具体的にどんなふ うに潜 り込んでいった

のだろうか。それを探 ってみよう。

fig.5　1922年 頃に佐 伯が描いた仏画。
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4． 佐伯祐三 と日本の書

　油彩画でパ リ風景を描 き続 けた佐伯について、

早 くか ら近代以前の 日本美術 との関連が指摘 され

て きた。その代表 は、佐伯作品の最大の蒐集家で

あった山本發 次郎 （1887－1951） だ ろう。佐伯が

亡 くなって4年 後の1932（ 昭和7） 年頃、画商か ら

《煉瓦焼》（大阪新美術館建設準備室蔵）など3点 の

佐伯作品を持ち込 まれ、たちまち魅了された山本

は取 り憑かれたように蒐集を開始 した。一時期に

は150点 を超 えた ともいわれ る。その うちの108点

に よって、1937（ 昭 和12） 年3月 、東京府美術館

で 「山本發次郎氏蒐藏 佐伯祐三遺作展覧会」を開

催す る。あわせて座右宝刊行会か ら大部 な画集を

刊 行 させ た。1945（ 昭和20） 年5月20日 、 芦屋 が

空襲 を受け山本邸 は焼け落ちて しまう。 このとき

100点 以 上の佐伯作品が焼失 した と推定 されてい

る。 しか し幸いなことに、選ばれた40点 が空襲前

に山尾薫明 （1903－1999） の 尽力 により岡山へ疎

開 されていて焼失 を免れた。山本家は、1983（ 昭

和58） 年 、佐伯の生地である大阪市 にその40点 を

寄贈 した。いまは大阪新美術館建設準備室が管理

している。

　 もともと高僧などの書蹟の蒐集家だった山本發

次郎 は、 とくに佐伯の第二次滞欧期 を高 く評価 し、

その画面のなかの線描に、仏教僧 らの書 に通 じる

美を見出 していた。前述の画集に載せた山本の文

章に、以下のような一節がある。

　 しこうして私は佐伯の絵を見る時、その線の

うま味―― ことに其の強さと枯淡 さと――に

は前記寂巌、慈雲、良寛等の高僧の書や、白

隠、仙厓の画に対する時と余程共通した魅力を

感 じ、その情熱と感覚にはゴッホを偲び、色彩

の豪華な渋さには――行き方は全々違つて居り

ませうけれど――どこかに宗達や殊に乾山を想

はすものがあり、又全体の感 じは――妙なとこ

ろへ引合いを持つて行 く様ですが――浦上玉堂

にかなり能く似て居ると思ひます。詩情に於て

ユ トリロに最も共鳴し、情熱と気魄はゴッホに

傾倒 して居ながら、矢張り根底を流れる味は流

石に日本のさびと渋みであつたやうに思ひます。

［……］

　私 は自分の居 間に慈雲尊者 と寂巌の額を掲 け、

〓 陀羅や六朝仏をまつ り、埃及、希臘 、波斯の

古 陶を列べ、懐 月堂や写楽の版画に交へて、ゴ

ッホや ゴーガンと共に佐伯の絵 を飾つてお りま

す。雑然 とい り乱れて居る様ですけれ ども、私

の感 じでは、能 く統一が とれ互に調和 して、古

今三千年、東西数万里 、少 しも隔てな く、 どこ

かに一脈相通ずる点があつて、よく迫力が平衡

してゐると思つて居 ります。
21）

　山本の類い希な美意識が躍如としている。

　佐伯をヴラマンクに引き合わせた里見勝蔵も、

同じ画集に載せた文章で、こんなことを記している。

　僕は帰朝後、書、わけても草書を好 く様にな
つた。そして寂巌を求めて山本さんを訪ねて行

くと無数の寂巌と佐伯が、実によく伯仲 して居

るので驚いた。
22）

　 ヴラマ ンクの影響 をもっとも強 くかつ長 く受 け

とめた里見が、帰国後に草書 を好 くようになった

こと、 また佐伯作品 と草書の共通点を見出 し始め

た ことはたいへん興味深 い。フォーヴィスムの画

家の身体性 と書家のそれとに通底するもの を感 じ

たのだろう。

　 山本の言及 をは じめ として、佐伯と書 との結び

つ きを指摘す る論者は多 い。前述の今橋が指摘す

る 「文字」が もっとも典型的に表出 しているのは、

広告の連作である。ブ リヂス トン美術館が所蔵す

る 《テラスの広告》（fig.6）は 、その典型作で、パ

リ14区 モンパルナスのポール ・ロワイヤル大通 り

付 近にあるカフェを描いたものだ と推定 されて き

た。 このカフェに、佐伯 はこだわった。同 じカフ

ェのテ ラス を描 いた ものに、《レス トラン （オテ

ル ・デュ ・マルシェ）》（大 阪新美術館建設準備室蔵、

fig.7） と焼失 した山本發次郎旧蔵の 《広告 とテラ

ス》（fig.8）が あ り、少な くとも3点 の連作 だった。

4点 以上が描かれた可能性 も否定で きない。《テ ラ

fig.6

佐伯祐三 《テラスの広告》1927年11月 、油彩 ・カ ンヴァス、

石橋財 団ブ リヂス トン美術館蔵。
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スの広告》の画面右上の書 き込みは、1927年11月

27日 を示 していて、いず れの3点 もこの時期に集

中的に、おそ らく数 日間の うちに描かれた ものだ

ろう。

　《レス トラン （オテル ・デュ ・マルシェ）》では、

テラス部分 をたっぷ りとり、奥行 きを表現 してい

る。右隅に、椅子 に腰 かけて飲み物をとる黒 い人

物を挿入 し、物語性 を加 えている。長方形や六角

形のテーブル、白い簡素 な折 りたたみ椅子がリズ

ム よく置かれている。テーブルの稜線、窓枠、 ド

アな どがつ くる黒 く鋭角的な直線 は力強い。左 に、

文字がかすれた衝立のような壁面があ り、右奥に

は佐伯が固執 したポスターの文字たちが躍ってい

る壁面が、対比的に描かれている。

　一方、《テラスの広告》では、視線を右にずらす。

テラスが俯瞰気味に捉 えられ、無 人となった。背

後の、ポスターが貼 りめ ぐらされた壁面がよ り近

接 している。六角形のテーブル も丸 く省略されて

描かれている。ポス ターや看板の文字に、佐伯の

関心が強 く絞 り込 まれているのが分かる。《レス

トラン （オテ ル ・デュ ・マルシェ）》 よ りも平面

的だ とい ってよいだろう。赤 、黄色、緑の鮮やか

な色面がち りばめ られている。その緑は、中央や

や右に貼 られたポス ターで、「PARADE」 と読める。

朝 日晃による と、1917年 にシャ トレ座で、ジャン・

コク トーによる脚本、パ ブロ ・ピカソによる舞台

装置、エ リック ・サテ ィが音楽 を担当 して上演 さ

れたバ レエ ・リュスの舞台のポスターではないか

とい う23）。音楽好 きでヴァイオ リンを弾いた佐伯が、

意識的に描 き込んだ可能性 もある。おそ らく、《レ

ス トラン （オテル・デュ・マルシェ）》がまず描かれ、

次いで 《広告とテラス》が、最後に 《テラスの広告》

が制作 されたのではないだろうか。

　 1927年10月 か ら11月 にかけて、佐伯 は広告 に強

い執着 を示 した。躍るような黒い線 を引 くことに、

おそ らく大 きな歓びを感 じていた と思われる。 こ

の線がどこか ら生 まれだ したものかが よく分 から

ない。広告の文字への愛好は、第一次滞欧時代の

末期から始まっている。佐伯の油彩画のなかの文

字は、サ インも広告の文字 も極めて判読 しがたい。

それは読 ませ る、あ るいは情報 として伝えるとい

うよりも、線描そのものの味わいや、面 （地） と

線 との重 なり合いが もた らす調和 を感 じさせ るこ

とを目指 している ようだ。それはまさ しく草書の

世界に通 じるものだろう。

　最初のパ リ滞在から帰国するとき、お金を借 り

た芹澤に、佐伯はこんなふ うに語 っていたとい う。

しばしば引用 される芹澤の記述である。

　日本 には帰 りた くないが、 日本に帰って、古

い日本画の山水 と宗教画 を見ることで自分 の絵

を完成で きるか も知れないか ら、あ きらめて日

本へ帰 ります、とも言ってました。
24）

　日本に帰 る直前 には、ゴ ッホが先生で、 日本

へ帰つて、 日本の古 い宗教画 を見て、再びパ リ

へ来た ら自分のほんとうの絵が描ける、と云つ

ていた。パ リを出る悲 しみを、 日本の宗教画を

見るのだとい うことで、紛 らわ しているように

も感 じられた。
25）

fig.7

佐伯祐三 《レス トラ ン （オテル ・デュ ・マルシェ）》1927年 、

油彩 ・カンヴァス、大 阪新美術館建設準 備室蔵。

fig.8　佐伯祐三《広告 とテラス》1927年 、焼失。
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　佐伯は帰国後の下落合時代、東京と大阪を往復

した。作画の成果 としては、大阪、安治川べ りで

の 「滞船」の連作 と、東京の 「下落合風景」の連

作が 中心 であ る。 この間、博物館 や寺社で どん

な 「宗教画」 を見たのか、あるいは仏僧の書蹟を

見たか も、なにも分か らない。 この時期の佐伯の

動向については、今後の研究が待たれる ところだ。

だが、第二次パ リ時代の、爆発 したかのような展

開を見ると、その助走期間である下落合時代が重

要だったと考えなければならない。友人 らの証言

も記録 もないのだが、おそ らく、 この時期の佐伯

は具体的に日本の仏教絵画や水墨画を目に してい

たのではないか、 と稿者は推測 している。二科会

展への出品や一九三〇年協会への参加な ど、 さま

ざまな活動に関わっているが、その一方で第二次

パ リ時代に開花する下地を着実 につ くっていたの

だと考えられる。パ リに戻 りたい と公言 し、 日本

では描 くべ き題材に恵 まれないことをこぼしなが

らも、作品制作は意外なほど精力的にこな してい

た。そのなかで宗教画 との接触はなん らかのかた

ちで実践されていたのだろう。

　では最後に、芹澤が 「宗教的」 だといった要素

を作品のなかか ら抽出 してみたい と思う。

5． 佐伯祐三の宗教性

　佐伯作品の宗教性の発現 とは、第一に題材への

博愛 といって もよい平等な眼差 しである。第二に、

題材 に向かう際の純粋 さ、と くに対象にまっす ぐ

に向か う正面性へのこだわりである。

　平等な眼差 しは、共同便所 をあたか も聖堂の よ

うに描 き、文字のある広告 をすべて等価に扱 って

いることなどに端的に現れている。佐伯は画題を

探 してモ ンパ ルナス一帯 を歩 き回った。風雪 に

耐えかねて はが れ落 ちそうな壁面の ポスターか

ら、庶民の営む商店のファサー ド、ささやかなカ

フェや レス トランの入 り口やテラス、工場や納屋

といった片隅の構築物 などを好 んで繰 り返 し描い

た。い くつかの例外はあるのだが、著名な建築や

名所 をほとん ど描いてはいない。他者か ら勧め ら

れたものではな く、すべて自分の目で選びだ した

題材 だった。その細部への眼差 しは、あ らゆる も

のを救い出 して美 に昇華 させ ようとしている。柳

宗悦は、1951（昭和26）年 から54年 にかけて雑誌 『大

法輪』 に連載 した論文 をまとめて55年 に出版 した

『南無阿弥陀仏』 に、こんな一節を記 している。

　試みに凡ての念仏宗が依って立つ 『大無量寿

経』を繙けば、美に関する教えをも見出すであ

ろう。四十八大願の うちの第四願 はまさしくそ

れに当る。

　 「たとひわれ、仏を得たらんに、国の中の人天、

形色同 じからず して、好醜あ らば、正覚 をとら

じ」。

　 これは 「無有好醜」（好醜有ることなし）の願

と呼 ばれるもの、念仏の宗門において、 まだこ

の願の意義 を取 り上げた ものを見ないが、 しか

しこれ こそは美 の法門の依って立つべ き経文 だ

といえよう。好醜 とは美醜の別の ことであって、

この差別の残る所 に仏の国はない ことを告げる。

善悪、凡愚の差別の彼岸 に念仏の一門が立つ な

ら、同 じく美醜の彼岸 に藝術 の浄土があるべ き

である。一切の真に美 しい作物は まがい もな く

この真理を示す もの といえる。醜に対する美 は、

未だ充分に美だ とはいえぬ。 この第四願は まさ

しく美醜未生を報 らせようとす るのである。 こ

の願以上に、藝術の浄土 を説 くわけにはゆ くま

い。その美の浄土があれば 「無有好醜」でなけ

ればならぬ。
26）

　 柳が指摘する、あらゆる ものに美 を見出そ うと

す る浄土 門の美学は、そのまま佐伯の絵画制作 に

通 じる ものではないだろうか。南無阿弥陀仏の前

にだれでもが等 しく救われるのならば、その念仏

の前ではすべてがそれぞれの美 しさを備 えている

はずである。佐伯 の美意識 はそ うした倫理に支 え

られていたと思われる。

　 第二の正面性については、 まず、第一次滞欧時

代か ら折 にふれて、家屋 の壁、商店のファサー ド

な どに正対 する画面が現 れているこ とに注 目 し

てお きたい。 山本發 次郎 旧蔵の、画面 に 「UZO 

SAEKI LE 5 AOUT 1925」 とい う書 き込みのある

《壁》 （大阪新美術館建設準備室蔵）や1925年11月

の サロン・ドー トンヌに入選 して ドイツの絵具会

社 に購入 されたといわれる 《コル ドヌ リ （靴屋）》

などがその代表である。平 らな面 に対 し、佐伯 は

垂直に正対する。題材に向か うその姿勢 は、おそ

らく、光徳寺 の本殿 で阿弥陀仏 に正対 する祈 り

のそれ と通 じる もので はないだろ うか。そ う し

た画家の視点 は、第二次滞欧時代の、それ も最晩

年 に絶頂 を迎える。28年2月 、約2週 間の ヴィリエ

・シュル・モラ ン滞在のお そ ら く最後の ほ うで制

作 された 《煉瓦焼》（大阪新美術館建設準備室蔵、

fig.9）や 、3月 、病床 につ く前 の最 後の屋外制作

だ とも伝えられる 《扉》《黄色い レス トラン》（と

もに大阪新美術館建設準備室蔵）などがその典型

である。街外れの窯場 を描いた 《煉瓦焼》の画面

を見てみよう。薄塗 りの画面 は、力強 く太い黒線
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で窯場の三角屋根や輪郭が縁取られ、煉瓦の赤茶

色は激しい光を放っている。窯場の入り口がある

壁面に、やはり佐伯は垂直に正対し、貫くような

視線を投げかけている。だが、荒々しい色彩と筆

致にも関わらず、見るものに迫ってくるのは不思

議な静けさと透明感ではないだろうか。祈 りの造

形といってもよいのかも知れない。

　浄土真宗の信仰と倫理にもとづく美学があると

すれば、古今の美術家のなかで、佐伯祐三がもっ

とも純粋な実践を果たした人物といえるのではな

いだろうか。
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1970年 の万 国博美術館展 とブ リヂス トン美術館

賀川恭子

　「大阪万博」と通称 される日本万国博覧会 （EXPO
’70）が

、1970（ 昭 和45） 年 に開催 された。海野

弘に よる と、「大阪万博は、終了 とと もに、いち

はや く忘 れ去 られた。関わった人たちは、あ まり

ふ りかえ りた くなさそ うであった。 したがって、

それについて魅力的な本も書かれなかった。（中略）

二十一世紀 に入 って、〈万博〉への関心はやや復

活 して きたかに見える。忘 れられていた大阪万博

も、新 しい万博 をきっかけに して、また、三十年

を過 ぎて、一つの歴史またはノスタルジーの領域

に入ってきて、やっ とふ りかえられるようになっ

た」1）とのこ とである。日本万 国博覧会に関す る

研究は近年進め られてお り、シ ンボルゾー ンに設

置 された岡本太郎の 《太陽の塔》やお祭 り広場で

開催された 「具体美術 まつ り」など、前衛芸術 を

中心に論 じられてきた
2）

。

　日本万国博覧会 の会場 に建設 された万国博美術

館で も大規模な展覧会が開催 されてお り、この展

覧会 にブ リヂス トン美術館はクロー ド・モネ 《ヴ

ェネツィア、黄昏 》（fig.1）とジョルジュ・ルオー《郊

外のキリス ト》（fig.2）の2点 を貸 し出 した3）。川口

幸也は、万国博美術館展の出品作品に注 目し、「万

博の一部 として行われていた万国博美術館展では、

内容が欧米 と日本 に偏 り、東 と西 は認識されてい

たが、南はほとん ど視野に入 っていなかった」 こ

とを指摘 し、《太陽 の塔》や高度経済成長期の古

代史ブーム、原始美術 ブームとの関連への考察 を

お こなった4）。 しか しなが ら、このような指摘 を

除けば、万国博美術館展はほ とんど考察の対象 と

されてこなかったと言 える。そのため、本稿では

万国博美術館展の概要 を確認 したのち、当時の批

評を検証 し、 この展覧会の果た した役割 を考察 し

たい。

1．日本万国博覧会の開催 まで

　第一次世 界大戦 後、1928（ 昭 和3） 年 にパ リで

国際博覧会条約が結 ばれて日本 も加盟 し、この条

約 を基準 に国際博 覧会が 開催 されることになっ

た。その後の戦争 に よって、 日本 と国際博 覧会

条約 との関係 は白紙化 されたが、1963（ 昭和38）

年 に博覧会国際事務局 （Bureau International des 

Expositions、BIE） か ら改めて加盟の申 し入れが

あった。同 じ時期に 日本国内で も万国博覧会誘致

の動 きがあった。オ リンピック東京大会の開催 を

間近に控 えた1964（ 昭和39） 年4月 、大阪府知事、

大阪市長、大阪商工会議所会頭は連名で、万国博

覧会誘致の要望書 を政府 に提出 した。通商産業省

も国際博 覧会担当の課長補佐 と係長の2名 を配置

した。 その とき係長 と して配属 され、その後約3

年 半のあいだ万国博 覧会準備室に勤務 し、開催 に

fig.1

ク ロ ー ド ・モ ネ 《黄 昏 、 ヴ ェ ネ ツ ィ ア 》1908年 頃　 油 彩 ・

カ ン ヴ ァ ス　 73.0×92.5cm石 橋 財 団 ブ リヂ ス トン美 術館

fig.2

ジ ョル ジュ ・ル オー 《郊 外 の キ リス ト》1920－24年

油 彩 ・紙　 92.0×73.6cm　 石 橋 財 団 ブ リヂ ス ト ン

美 術 館

C ADAGP, Paris＆JASPAR, Tokyo, 2017
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向けて尽力したのが池口小太郎 （堺屋太一）であ

ることは、周知のことだろう
5）

。

　 日本政府 は1965（ 昭 和40） 年1月 に国際博覧会

条約 に調印 して、32番 目の加盟国となった。同年

5月 に万国博覧会の申請 を行い、9月 に万国博 覧会

の 日本での開催が決定 した。大阪府吹田市の千里

丘陵の用地買収が進め られ、日本万国博覧会協会

事務総長に元通産相繊維局長の新井真一が、同会

長に経 団連会長の石坂泰三が就任 した。1966（ 昭

和41） 年1月 には佐藤栄作首相が千里 ニュータウ

ンを視 察 し、国立千里丘駅 に近い毎 日放送千里

丘セ ンターの屋上か ら、会場予定地 を見学 した6）。

1966年5月 のBIE理 事 会で、 日本万国博 覧会の第1

種 一般博覧会 としての登録 申請が承認されたのち、

1968（ 昭和43） 年 には、元在フランス日本国大使

の萩原徹が 日本万国博覧会 日本政府代表 に就任 し

た
7）

。

　 上記 の経緯 を経て、1970（ 昭 和45） 年3月 に 日

本万国博覧会が幕を開けた。これは、国際博覧会

条約に もとづいて開催 される、アジアで初めての

国際博覧会だった。統一テーマ「人類の調和 と進歩」

と4つ のサブ・テーマ 「よりゆたかな生命の充実 を」

「よ りみの り多い 自然の利用を」「より好 ましい生

活の設計を」「より深い相互の理解を」を掲げた 日

本万国博覧会には、77ヶ 国4国 際機関が参加 した。

　 ここで簡単 に当時の 日本の状況 を確認 してお き

たい。

　 第二次世界大戦後、日本では1955（ 昭 和30） 年

か ら1973（ 昭 和48） 年 にかけて、年平均10％ 以上

の経済成長を遂げた。いわゆる高度経済成長期で

あ る。物質的な豊かさと生活水準の向上のために

人 び とは ひたむ きに働い た。1956（ 昭 和31） 年

の経済白書には 「もはや戦後ではない」 と記 され、

1960年 に池田勇人内閣は 「国民所得倍増計画」 を

閣議決定 し、1968（昭和43）年 には国民総生産（GNP）

が 世界第2位 となった。石 炭か ら石油へエネルギ

ーが転換 し
、地方の農村は過疎化 し、公害問題が

全国各地に巻 き起 こった。大学進学率が上昇 し（大

学進学率 は1963年 に12.1％ だ ったが、1970年 に は

23.6％ になった）、安保闘争や大学紛争が起 きたの

もこの時代である。

　 この時代 には多様な 「ブーム」が共存 していた。

静岡県の登呂遺跡の発掘 と群馬県の岩宿遺跡の発

見は、戦 後の 日本人に希望 を与え、古代史ブーム

を引き起 こした。すでに1943（ 昭和18） 年 に発見

されていた登呂遺跡では、1947（ 昭和22） 年 か ら

本格的な発掘作業がは じまり、弥生時代の大規模

遺跡 であることが確認 された。1946（ 昭 和21） 年

にアマチュアの考古学者によって群馬県の岩宿遺

跡が発見 され、従来は日本には存在 しなか った と

された旧石器時代の遺跡 とい うことが判明 した。

古代史ブームを背景に、1952（ 昭 和27） 年 に岡本

太郎 が縄文 土器に光 をあて たこ とで、原始美術

ブームが巻 き起こる。自分たちのルーツに関心を

抱 く一方、農村部への ノスタルジ ックな思いは民

芸ブームを生 んだ。柳宗悦の主導 した民芸運動は
一部知識人たちに共有 されたものだったが

、民芸

ブームは、地方の 日用品を都市の人びとの生活に

商品 として取 り入れる消 費活動 だった8）。そ して

1969（ 昭和44） 年 のアポロ11号 の月面着陸には じ

まる宇宙ブームが人びとを興奮 させ るなか、 日本

万 国博覧会 は開幕 した。1970年3月14日 か ら9月13

日までの183日 間、6,421万8,770人 が 会場 を訪れた。

2．万国博美術館展の概要

　万国博会場の中央口を抜けて北 に向かうと、正

面 には大屋根 が広 が り、大屋 根 を突 き破る よう

に 《太陽の塔》が立つお祭 り広場がみえる。お祭

り広場 を直進すると、万国博美術館 と万国博 ホー

ル （コンサー トホール）が向かい合 うように立つ

（fig.3）。 その北側に 日本庭園が東西方向に配され、

万国博美術館の南側には池が配された （fig.4）。 お

祭 り広場の東側には日本館や日本企業のパヴィリ

オ ンが、西側には諸外国のパ リヴィリオンが、 さ

らに西南には日本企業のパ ヴィリオンが並ぶ。

　会場の中央口から南北 にのびる幅150メ ー トル、

長 さ1,000メ ー トルの区域 は シンボルゾー ンと呼

ばれ、会場の中心 となる施設が集め られた。京都

大学の川﨑 清 によって1967（ 昭和42） 年11月 か ら

1968（ 昭 和43） 年7月 にか けて設計 された万 国博

美術館 も、そのひ とつであ る9）。万国博 美術展覧

会の主催者は財団法人 日本万国博覧会協会で、文

化庁は協力および指導を与える立場にあった
10）

。

fig.3

北側か ら見た万 国博美 術館

引用典拠 ：『日本万 国博 覧会公式記 録写真集』 日本万 国博 覧

会記念協会、1971年 、496頁
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博覧会の会期中、万国博美術館は、国内外の作品

を借用した大規模な展覧会を開催した。

　 日本万国博覧会では当初から美術館の建設が企

画されていた。財団法人日本万国博覧会協会は万

国博美術館を建設 し、1970（昭和45） 年3月15日

から9月13日までのあいだ美術展を開催 した （建

物は1977年に開館 した国立国際美術館に再利用さ

れ、2004年 に取 り壊された）。『日本万国博覧会公

式記録』にもとづき、万国博美術館展の概要を確

認 したい
11）

。

　 日本万国博覧会は、アジアで初めて開催される

万国博覧会だった。そのため、東洋を中心とした

非西欧的世界の美術を集めて、それらを西欧美術

と対比させることを、美術展示の基本構想と設定

した。展示の目的としては、東西美術の直接接触

による新たな調和を見いだすことだけではなく、

過去に存在しながら、時代や民族や社会の多様性

によっておおいかぶされていた 「調和」を発見す

ることにあった。

　 1966（昭和41） 年8月17日 に協会文化理事懇親

会が開かれ、日本万国博美術展構想について話し

合われた。8月24日 に美術展示懇談会が設置され、

基本構想案の討議がつづけられた。この基本構想

案は、1968（昭和43）年1月 に設置された美術展

示委員会で了承された。

　万国博覧会協会は、1968年4月1日 に富永惣一理

事 （当時国立西洋美術館長）を美術展示プロデュ
ーサーに委嘱、富永は同年12月に万国博美術館長

に就任した。富永は、美術展示委員会委員長とい

う立場で、「どんな作品が見られるか―万国博世

界美術展の構想―」と題された文章を、1968年10

月号の 『芸術新潮』に寄せた。

この展覧会の主 旨の一つ は、一九七 〇年 とい

う時点 において美術が どうい う場に立 ってい

るかを明 らかにすることである。それにはこ

の時点に至るまでに人類が創造 して来た絶 え

間ない美術の営みを回顧す ること、美術 とい

う芸術的創造は一体 どの ように起伏 し、動揺

し、曲折 し、発展 して来たか を改めて要約 し

て見ること。それぞれの時代 にあって、人類

は何に向か ってどれだけのことを し、また創

造 とい う営みが 人間の生 きることと どの よ

うに関連 して来 たかを もう一度振 り向 くこ

と、つま り、歴史的視野に立って人間と美術

の結びを眺めることを試みたい と言 うことに

なった。 この歴 史的展望 を縦 の軸 と して構

成 してゆ く。これに対 して横の軸 となるもの

は、現在行われている世界の美術活動である。

一九七 〇年の時点における美術活動の様相 を、

つま り現在横 に広がっている躍動の実相 をそ

のまま展示することである。歴史的展示が縦

糸とな り、現代活動が横糸となって、総合的

な構成 を組み立てようとい うのである。
12）

　 ここで富永が紹介 したのは、美術専 門家国際会

議に審議される前の基本構想 である。そのため、

「どうい う作品が出品 されるか とい うことが一般

的に最 も興味をひ く点であろうが、それは国際委

員会 を経たの ちに、次第に決定 され、また変更 され、

再交渉される。 こうい う交渉が幾度 も繰 り返 され

たのちに本極 りとなることは、モ ン トリオールの

万国博 の場合 も同様であった。従 って、何が展覧

されるかということは最 も関心 の深いことには違

いないが、 もう しばらく時期 を待たねばこの点に

ついては明 らかにならない」13）と、作品の詳細 に

ついては触れず、構想を伝えるにとどまった。図

版掲載 されている作品 も、展覧会の全体イメージ

をつかむための ものだった。

　国外11名 、国内6名 の専 門家に よる美術専 門家

国際会議が、1968年10月1日 に東京で開催 された。

そ こで は基本構想の問題点や改善点について議論

された。美術専 門家国際会議の意向を取 り入れて、

美術展示委員会は展示方針 を決定 した。文化庁 は

1969（ 昭和44） 年 に文化庁万国博覧会美術展示等

協力委員会を設けて、美術展示の指導、助成活動

を積極的に展開 した。準備が進 むに したがい、万

国博美術館は、美術館 ・大学関係者に美術専 門調

査員 としての協力 を求めた。美術専門調査員 には、

当時ブ リヂス トン美術館事業部長の嘉 門安雄 も名

を連ねている。暫定 リス トの完成までに、美術展

示委員会、専門調査員、万国博美術館員らが20回

以上の討論会 を開くこととなった。

　 リス トアップされた作品の うち、国外作品につ

fig.4

南 東側か ら見 た万 国博 美術館

引用典拠 ：『日本万 国博覧会 公式記録写真 集』 日本万 国博覧

会記念協会、1971年 、496頁
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いては、1968年11月 か ら手紙での出品依頼 をおこ

ない、1969年1月 か らは直接現 地に赴いての出品

交渉をおこなった。延べ17人 が約10ヶ 月 に及び、

現地で交渉をお こなった。外交ルー トのほか、専

門家や学者の協力 を得てのことだった。

　準備体制の問題 としてあげられているのは、予

算規模、および、職員の人数である。1967年 のモ

ン トリオール万博 と同 じ予算規模であ りなが ら、

会場面積は倍以上であ り、そのため出品総数 も倍

以上 となる。 しかもスタッフの人数 は、モ ン トリ

オール万博の半数以下だと中山公男は言 う14）。こ

のよ うな困難な状 況のため、1969年5月 には、美

術顧問を置 き、より広範囲の協力要請 をおこなっ

た。美術顧問13人 の なかには、石橋正二郎 （当時

ブリヂス トンタイヤ株式会社会長、ブリヂス トン

美術館長）の名前 もみ られる。

　 『芸術新潮』1969年9月 号 では、「どんな作品が

決 まったか―万国博世界美術展出品作修正案―」

と題 した特集 を組み、国外借用作 品の カラー図版

を掲載 している15）。美術展示準備室参事で、の ち

に万国博美術館学芸課長 となる中山公男は、同号

に寄せた文章のなかで、出品交渉の難 しさについ

て述べている。

考えてみれば、富永 さんの補佐 としてこの仕

事に参加 してか ら約一年、さまざまな意味で、

にがい闘いの連続であった。出品交渉その も

の も難航 しつづけた し、内部の準備体制 にも

問題が多す ぎた。難点の第一 は、すでに決定

していた基本構想その もの にあった。《原始

の塊 ・古代の声》、《聖 なる造形》、《東西交流》、

《自由への歩み》、《現 代の躍動》 と、五つの

テーマに分たれる構想 は、いかに も堂々とし

てはいるが実をいえば、名作主義の美術史概

説で、大風呂敷だ った といえるだろ う。（中

略）しか し、もちろん私たちにも反論はあった。

私たちは、大風呂敷の基本構想が内包 してい

るある輝 か しい理念によ りかかっていた。 と

い うのは、東西の多 くの名品が、各時代別に

併陳される、 したがって、東 と西 とい うこの

古 くか らの課題に、 もっとも具体的で、感覚

的で、象徴的な造形 によってアプローチ しう

る唯一無二の機会を実現する理念であった。
16）

　最終 的に、美術展示は、海外43カ 国か らの借用

作品約310点 、 国内か らの約510点 で構成 された。

必ず しも理想的な作品を集め られたわけでない。

たとえば西洋の風景画 と東洋の山水画 を比較する

という場合 にも、「対照的な作 品、 ことに ヨーロ

ッパのものがそ うそう理想通 りには揃 えられなか

ったこと、また東洋の作品が絹や紙に描かれてい

るため長期 の展示 に耐えず陳列替 を必要 とするこ

と、会場の構造に制約 されることな どか らこの展

覧は常時都合のいい組み合わせ をつ くることがで

きえぬ とい う若干の欠点はある」17）の だった。国

内作品に関 して言えば、会期が長か ったこともあ

り展示替 えが頻繁に行われた ものの、常 に120点

か ら150点 が展示されるよう計画 された。

　 3月15日 か ら4月28日 ま での 開館 時間 は10：00～

17：00、4月29日 か ら9月13日 までは9：30～17：00。普

通入館 券は大人 （満23歳 以上 ）200円 、 青年 （満

15歳 以上満23歳 未満）150円 、 小人 （満4歳 以上満

15歳 未満）100円 に設定 された
18）

。

3．当時の批評を通 じてみた万国博美術館展

　万国博 覧会での美術展示 は1958（ 昭 和33） 年 の

ブ リュッセルか ら義務づけ られた とされるが、こ

の ときの東洋の参加 は日本か らのみ、次の1967（ 昭

和42） 年 のモ ントリオールでは 日本 とインドが参

加 した。大阪ではアジアやアフリカの11ヶ 国の参

加があったことが注目される
19）

。

　 万国博美術館展では、東西美術の歴 史の流れを

軸 として、「創造のあけぼの」「東西の交流」「聖な

る造形」「自由への歩み」「現代の躍動」の5つ のテ

ーマにわけて作品を展示 した。展示室の総面積 は

4650m2。4階 を 「創 造のあ けぼの」 と 「東西の交

流」、3階 を 「聖なる造形」、2階 を 「自由への歩み」、

1階 を 「現代の躍動 」 として、それぞれのテーマ

を追いなが ら、古代か ら現代 までの歴史 をたどる

ことがで きるとい う構 成になっていた。「万国博

美術館にはい り、エスカレーターで一気に上 る四

階から展示 がは じまる」 のだった20）。美術館 を設

計 した川﨑 清は 「作品 に応 じて空間 を自由に句切

る とはいえ、ばらば らの空間の寄せ集めではな く、

全体 として統一 された空間のイメージを与 えるた

めに、一階から四階まで、ガラスを素通 しにして

見通せ るように工夫」21）した。

　展示方法にも工夫があった。東西の作品 を対比

するように展示 したのである （fig.5，6）。

人物 、風景 など同 じ主題 による東西の近代作

家の作品の対置 も試みた。 ドラクロワ、コロ
ー、クールベ、ベ ックリン、 レー ピン、スリ

コフ、モネ、ルノワール、セザンヌ、ゴーギ

ャン、 ゴッホ、 ピカソ、ルオーな どの作品に

対 して、張大千 、富岡鉄斎、村上華岳、速水

御舟、小林古径、安井曾太郎 、岸田劉生、小
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出楢重 、須田国太郎、藤田嗣治 など、おもに

わが国の画家の作品を並列 して展示した。
22）

　残念 なが ら写真は残 っていない ものの、ブリヂ

ス トン美術館 所蔵のモネ 《黄昏 、ヴェネツィア》

が どのような作品 と同 じ空 間に展示 されたかは、

岡田譲による文章からみて取 ることがで きる。

〈自由へ の歩み〉の室の後半 は各国の近代作

家の作品で埋 まっている。 イギリスのターナ

ーの一八四五年作 〈捕鯨船〉、ロシアの十 九

世紀の画家 レーピン 〈サポロジェの コサ ック〉、

フランスではモネ一九〇八年作 〈黄昏のヴェ

ニス〉、ルノワール一八七〇年作 〈浴女 と小犬〉、

セザ ンヌ一八六六年作 〈黒 人シ ピオン〉、ゴ

ーギ ャン一八六六年作 〈ポ ン ・タヴェンの洗

濯女〉、ゴ ッホ 〈アルルの庭〉 な ど印象派の

作品か らピカソ一九二五年作 〈マジ ョリカ島

のスペイン女〉に及んでいる。東洋ではこれ

らの作品に応 じて張大千 ・富岡鉄斎 ・村上華岳、

速水御舟の作品がおかれる。
23）

　 岡田は別の文章で 「万博美術館はなかなか評判

である。万国博へゆ くのだった ら美術館だけは見

落 とさぬようにと皆んなに奨めている、 という万

国博美術館礼讃者の声 をよく聞 く。お世辞で はな

い ようで、この美術館の関係者の一人である私の

口か らい うの も些か気が ひけることだが、確 かに

見事な展覧である」24）と自信 をみせている。

　 この ような運営側の気持 ちに反 して、手厳 しい

批評 もあった。詩人で評論家の大 岡信 は、「たえ

ず周囲の人の波 に押 され、がやがや と語 り合 う

人々の声 を聞 きながら、あまりよく見えない展示

プ レー トの文字の判読に、なんだかひどく疲れて、

一 階までた どりついていた」25）と言 う
。そ してつ

づ けるには 「いろいろ困難を取沙汰 されなが らも、

よくこれだけのものを集め得た、 とい う素朴 な驚

きがあ る。けれ どもまた、『美術展示が一つ の象

徴的役割を演ず るとの認識の もとに』『非西欧的諸

美術の傑作 を、西欧美術の傑作に対置せ しめ、〈世

界美術史〉の理念を具体的に示すことに焦点 をあ

わせた』（富永万国博美術館長） とい う雄大な意図

にくらべる と、ひとつの限 られた建物の中に配置

された作品の量はあ まりに も少ない という不満 も

ある」26）との ことである。

　そ して大 岡は、この美術展の内包する矛盾 に言

及する。「観客は どういう見方 を要求 されている

のだろうか。少な くとも、切れ 目な しに続 く人波

にたえず押 し流 されるように して、いつのまにか

出口にまで着いて しまっていた、というふうな見

方ではないだろう。立 ちどまり、腰かけて休み、

また振出 しに戻 り、異 なる文化圏の産み出された

もの同士のあいだに、人類共通の造形的意志の基

本線 をさぐり、黙想 し、また会話するというような、

長時間をかけての親近が なされなければ、私 たち

fig.5

フリー ドリッヒ 《夜明 けの 山々》 と山水画

引用典拠 ：『芸術新潮』1970年5月 号、13頁

fig.6

「自由への歩 み」の一部屋か ら

引用 典拠 ：『芸術 新潮』1970年5月 号 、21頁
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はたったひとつの作 品をさえ、〈見た〉 とはいえ

ないだろう」
27）

。

　美術評論家の森山正は、会場に入った ときの印

象 について、「万国博 美術館 に展示 された内外 の

美術品は、予想 していたようにすばらしかった。が、

展示された作品群の なかをまわるにつれて、一つ
一つの作品が互いに反発 し合 うような、一種雑然

と した雰囲気がただよってきた。」28）と述べ る。 そ

して富永惣一や中山公男 による発言 を引用 しつつ、

万国博美術館の問題点にふれたのち、ふたたび展

覧会の印象を語る。

会場に入って、まず感 じたことについては冒

頭にかいたが、テーマに従って階下 にすす む

につれて、美術品の種類 と時代が混然 として

いて、シンクレチズム といってもさしつかえ

ないほどの不統一 さがあることは、最後 まで

きえさらなかった。異質なものの “同時体験”

は、主催 者のい うよ うに、“混乱 と驚 ぎ” を

い だかせたが、“世界美術史の理念”が生命

をもった とは思わず、一つ一つの作品の個別

的な輝 きにむ しろ重点 をおか ざるを得なかっ

た。 （中略） しか しなが ら一点一点の作品の

質的な軽重がお り重なる中で、貴重で普通で

はみるチャンスがないものが多いことも忘れ

てはな らない。（中略 ）万 国博美術館への訪

問の感想 も美術雑誌にのっているが、個 々の

作 品への鑑賞 ということでは満足が得 られた

にせ よ、全体の印象やテーマ になるとそれ を

ずばり好意的にとらえたものは少ない。
29）

　会場内が賑わ うなかで企画側の意図 を伝 えるの

は難 しいことだったのか もしれない。万国博美術

館 の入館者総 数は1,775,173人 、一 日平均約10,000

人。入館者が もっとも少 なかったのは、開館直後

の3月16日 で3,205人 、 もっ とも多か ったのは最終

日9月13日 で18,056人 だ った。館内に滞在する人数

は最大で1,500人 に制限 されてお り、「出入口で入

場者はカウン トされ、滞留人数 を一定にす るため

に信号 を送ることがで き、場 内導線 も上か ら下へ

の一方通行になっていた」30）。会期末には、 この よ

うな混雑対応が さぞかし役立ったのだろ う。

4．おわ りにかえて

　 1964（ 昭 和39） 年 のオ リ ンピック東京 大会 と

1970（ 昭 和45） 年 の 日本万国博覧会は、国家的イ

ベ ントであ りなが ら、都市型メディアイベ ント、

消費文化の祭典でもあった
31）

。

　 オ リンピック東京大会が開催 され たのは1964年

10月10日 か ら24日 まで。 オ リンピックイヤーの4

月8日 から5月17日 に かけて国立西洋美術館 で 「ミ

ロの ビーナス特別公開」展が開催 され、38日 間で

832,382人 の 来館者があった。展覧会 は5月21日 か

ら京都市美術館 に会場 を移 し、会期末 の6月25日

までに891,094人 の観客が訪れた。一 日の平均でみ

るな らば、この展覧会の来場者数は万国博美術館

展のお よそ2倍 に及ぶ。

　 10月 になる と 「日本最高 の芸術作 品 を展示 す

る」 をコンセプ トとした公式の芸術展示が行われ

た。 オリンピック東京大会組織委員会 との共催に

より、東京国立博物館で 「日本の古美術展」（10月

1日～11月10日 ） が、京橋の国立近代美術館で 「近

代 日本の名作展」（10月1日 ～11月8日 ）が開催 され、

いずれ も成功 をお さめた32）。 日本美術 にこだわっ

たのは開催側の意向だったと思われる。オ リンピ

ック憲章で「芸術」の展示が義務づけ られていたが、

東京大会の準備時点 では、「国内芸術 」であるこ

とは求められていなかった。その後、1971年 の改

定で 「国内芸術」の展示お よび実演が求め られる

ようになる。百貨店 を会場 とした新聞社主催の展

覧会 も開かれた ：「肉筆浮世絵名作家」（新宿 ・伊

勢丹、10月6日 ～18日 ）、「浮世絵版 画平 木 コレク

シ ョン」（東京 ・松坂屋、10月13日 ～25日 ）、「加藤

唐九郎陶芸展」（新宿 ・伊勢丹、10月21日 ～11月3日 ）、

「浮世絵 ・風俗画名作展」（日本橋 ・白木屋、10月9

日～21日 ）、「東洋古美術展」（日本橋 ・高島屋、10

月20日 ～11月1日 ）
33）

。

　1970年の日本万国博覧会も 「日本」を世界に紹

介することを目的としていた。高度経済成長を支

えた日本の技術力は各パヴィリオンで取 りあげら

れた。最先端の技術 と同時に、「国内芸術」も紹

介された。万国博美術館の北側に日本庭園が設け

られ、庭園と美術館のあいだに日本民藝館が配さ

れた
34）

。

　先 に述べた とお り、万国博美術展 は海外43カ 国

か らの借用作品約310点 、 国内からの約510点 で構

成 された。国内か らの借用作品はそのほとんどが

日本 を含むアジア美術であ り、西洋美術を出品 し

たのは、京都の吹田貿易株式会社、国立西洋美術

館、大原美術館、ブ リヂス トン美術館 の4箇 所の

みだった。吹 田貿易株式会社はカルポーの大理石

彫刻 《フローラ》を、国立西洋美術館はロダンの

ブロンズ彫刻 《バルザ ック像》 とマ イヨールのブ

ロンズ彫刻 《イル ・ド・フランス》 を、大原美術

館 はカ ンディンスキー 《点》、キ リコ 《ヘ ク トル

とアン ドロマケの別れ》、ポロ ック 《カ ッ ト・ア

ウ ト》 を貸 し出 した （いずれ もカタログの表記通
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り）。まだ日本国内で西洋美術をみる機会が限ら

れていた時代、万国博美術展は、国内でみられる

欧米の美術作品が、国外からの借用作品と並んで

展示される貴重な機会でもあった
35）

。

　万国博美術展は、欧米世界のなかに 「日本」あ

るいは 「東洋」を位置づける試みだった。展覧会

カタログ冒頭のあいさつで、万国博美術館長の富

永惣一は、次のように述べる。「私たちの構想は、
これらの非西欧的諸美術の傑作を、西欧美術の傑

作に対置せ しめ、〈世界美術史〉の理念を具体的

に示すことに焦点を合わせたのであります。実際、

これほど大量かつ質の高い東洋の諸美術品が、西

欧美術と直接接触するという企画は、かつてなく、

また今後もありえないものと考えられます」36）。そ

して 『佛教藝術』の編集後記で佐和隆研が適切に

述べるように 「この展覧会では、世界全般において、

人類が各個に作 り出した美術が生々流転 し、交流

し、大きい流れとなって現在に至ったあとを眺め

ることが最も重要である。そこに自ら、世界美術

史上に占める東洋美術 ・日本美術の位置を見出し

得るとともに、将来における日本美術をいかに作

り出すべ きか を考えさせてくれるものである」
37）

。

戦後復興 を果た し、経済大国の仲間入 りを果た し

た 日本は、文化の面で、欧米 と肩を並べる存在 と

して提示 されたのである。

　 1952（ 昭 和27） 年の ブリヂス トン美術館開館直

後に 『芸術新潮』の インタビューに答えた石橋正

二郎 は、「いま私の一つの理想 として云 うならば、

左右 の部屋 を、 日本の画家 と西欧の画家 と、それ

ぞれ対照的に同 じ点数 ぐらいの絵 を掲 げ、西欧の

才能と同時に日本人の芸術的才能 も常 に見守 って

貰いたいのであ る」38）と述べ たが、1970年 の万 国

博美術展 は、 この石橋の コンセプ トをより大規模

なかたちで提示す ることになったとも言えよう。
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美術館案内　Guide to the Museums

ブリヂス トン美術館 Bridgestone Museum of Art

所 在 地　 東 京 都 中 央 区 京 橋1－10－1（ 〒104－0031）

URL　 http://www.bridgestone-museum.gr.jp

＊2015年5月18日 よ り新 築 工 事 に 伴 い 長 期 休 館 中

ブリヂス トン美術館　 銀座事務所

所在地　 東京都中央区銀座1－19－7

銀座一丁 目イース トビル7階 （〒104－0061）

TEL　 03－3563－0241

Address　 1-10-1, Kyobashi, Chuo-ku, 

Tokyo 104-0031, Japan

＊The Museum is currently closed for reconstruction.

Office

Address　 7F, Ginza 1-chome East Bldg., 1-19-7 

Ginza, Chuo-ku, Tokyo 104-0061, Japan

Phone　 ＋81（3）3563－0241

石橋財 団 アー トリサ ーチセ ン ター Ishibashi Foundation Art Research Center

所 在 地　 東 京 都 町 田 市 小 山 ヶ丘2－1－14（〒194－0215）

TEL　 042－794－8142

URL　 http://www.bridgestone-museum.gr.jp/arc/

＊2017年4月 よ り活 動 開 始 。 た だ し、 常 時 公 開 し て

い る 施 設 で は あ りま せ ん 。

Address　 2-1-14, Oyamagaoka, Machida-shi 

Tokyo 194-0215, Japan

Phone　 ＋81（42）794-8142

＊Open for events and appoint only.

石橋美術館 Ishibashi Museum of Art

所在 地　 福岡県久留米市野中町1015（〒839－0862）

TEL　 0942－39－1131

URL　 http://www.ishibashi-museum.gr.jp

＊2016年9月 末 まで。11月19日 よ り、久留米市の運営になる久留米市美術館がオープン。

Address　 1015, Nonaka-machi, Kurume-shi, 

Fukuoka-ken 839-0862, Japan

Phone　 ＋81（942）39-1131
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公益財団法人石橋財団職員

事務局

事務局長 山内　和德

総務課長　総務担当 菊地　 浩

森田麻利子

総務課長　美術館担当 小藪　泰生

石川　久子

小原田鶴子

総務課長　経理 ・労務担当 山内　和德 （兼）

田村　嘉晃

鈴木　弥生

寄付助成グループ 鈴木万利子

ITシ ス テ ムマ ネー ジ ャー 直塚　俊介

ブリヂス トン美術館

館長 石橋　寛

ク リエ イテ ィブデ ィ レク ター 田畑多嘉司

広報グループ 久野　朝子

学芸部　学芸部長 貝塚　 健

学芸課長 新畑　泰秀

平間　理香

賀川　恭子

田所　夏子

伊藤絵里子

細矢　 芳

黒澤　美子

2016年12月31日 現 在

石橋美術館

館長 西嶋　大二

副館長 森山　秀子

総務課　総務課長 後藤　純子

平島たか子

原　 朋子

学芸課　学芸課長 森山　秀子（兼）

平間　理香

伊藤絵里子

泉田　佳代

2016年9月30日 まで
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